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自然劇場

秋晴れの空の下で木島平を駆ける
　９月 28 日、第２回北信州ハーフマラソンが行
われました。
　今年も木島平村役場はハーフマラソンの中間
地点と 10 ㎞のスタート地点。500 人以上が村役
場からスタートし、総勢 2,500 人の選手が稲穂
輝く村内を力走しました。
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一般会計内訳

　９月定例議会において認定されました平成 25
年度の決算状況をお知らせします。
　平成 25 年度一般会計の決算額は、歳入 35 億
9,860 万円（前年比 1.4％減）、歳出 34 億 3,826
円（前年比 0.3％減）となりました。平成 26 年
度へ繰越した財源 3,305 万円を差引いた実質収
支額は１億 2,730 万円となりました。

 歳入

 歳出

決
算

 

報
告

平
成
25
年
度

歳 出
34億3,826万円

歳 入
35億9,860万円

地方交付税
19 億4,007 万円

（53.9％）
　＊村税の内訳
　固定資産税…1 億 9,039 万円
　村民税…　　1 億 7,031 万円
　たばこ税…　　　2,150 万円
　軽自動車税…　　1,542 万円
　入湯税…　　 　 　 690 万円

　＊義務的経費の内訳
　人件費…　　6 億 1,343 万円
　（内職員給与）3 億 6,870 万円
　公債費…　　3 億　430 万円
   扶助費…　　1 億 9,903 万円

村税 （11.2％）
４億452 万円

地方債（11.2％）
 ４億162 万円

繰越金（2.8％）
１億193 万円

繰入金（0.0％）
　　132 万円

地方譲与税・交付金
1億299 万円（2.9％） 使用料・分担金・その他

１億8,658 万円（5.2％）

農林水産業費（10.1％）
  ３億４,691 万円

公債費（8.9％）
  3億430 万円

教育費（8.2％）
２億8,289 万円  

消防費（5.1％）
  １億7,584 万円

商工費（4.7％）
1億6,163 万円

衛生費（4.4％）
1億5,013 万円

議会費（1.8％）
6,163 万円

災害復旧費 (0.2％）
  610 万円

国・県支出金（12.8％）
4億5,957 万円

 民生費
 9億8,533 万円
 （28.6％）

総務費
4億6,866 万円

（13.6％）

土木費
    4億9,511 万円

（14.4％）
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２
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３
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６
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０
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８
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８
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４
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な
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と
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６
４
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前
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４
８
９
５
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ま
た
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５
７
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増
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ま
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た
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◇会計別決算額の状況
会計名 歳入 歳出

普
通
会
計

一般会計 35 億 9,860 万円 34 億 3,825 万円

情報通信 1 億 1,485 万円 1 億 1,483 万円

学校給食 2,413 万円 2,292 万円

奨学資金貸付事業 996 万円 993 万円

特
別
会
計

後期高齢者医療 4,765 万円 4,762 万円

国民健康保険 5 億 5,164 万円 5 億 4,985 万円

介護保険 5 億 6,584 万円 5 億 6,333 万円

観光施設 2,182 万円 2,182 万円

下水道 ３億 5,234 万円 ３億 5,053 万円

農業集落排水事業 2,447 万円 2,409 万円

高社簡易水道 1,993 万円 1,565 万円

【公営企業会計】

会計名 歳入 歳出

水道事業（収益事業勘定） 9,433 万円 7,583 万円

0

20 億

40 億

60 億

80 億

10 年 15 年 20 年 23 年 24 年
地方債残高 基金残高

平成

村の借金と貯金の状況
（普通会計の地方債残高と基金の推移）

地方債残高（借金）30 億 4,716 万円
基金残高（貯金）　    26 億 867 万円
　　　　　　　　 　（25 年度決算額）

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
里
山
の
家 

木
島
平
」
木
島
平
型
モ
デ
ル
住
宅
（
蟹
沢
団
地
）

◇
歳
入

◇
歳
出

村の借金（地方債）残高と貯金（基金）残高を人
口で割った１人当たりの数字
借金：約60万５千円　　貯金：約51万８千円
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　上：歳出項目
　下：住民一人あたりの換算額（円）

主な事業内容　

　◇総務費
　93,062 円

○役場周辺整備事業（5,234 万円）
○旧農協庚支所跡用地購入（725万円）
○小水力発電推進事業（536万円）
○コミュニティ助成事業（和栗区・北鴨区）（490万円）

　◇民生費
　195,658 円

○老人福祉施（里山の家）設整備事業（３億 2,600 万円）
○障害者自立支援事業（8,820 万円）
○保育所管理運営事業（6,008 万円）
○福祉医療給付事業（2,908 万円）

　◇土木費
　98,314 円

○除雪対策事業（9,724 万円）
○かに沢モデル住宅建設事業（2,934 万円）
○国土調査事業（2,084 万円）
○村道２号線歩道改良工事（901万円）

　◇公債費
　60,425 円

○公共施設等の整備のため村が借入れた債務の返済（３億430万円）

　◇農林水産業費
　68,888 円

○農の拠点推進事業（3,887 万円）
○治山林道事業（4,077 万円）
○遊休荒廃農地活用推進事業（4,118 万円）
○有害鳥獣対策事業（183万円）

　◇商工費
　32,094 円

○観光施設特別会計繰出金（1,980 万円）
○やまびこの丘公園・サッカー場管理事業（1,794 万円）
○村民入湯優待事業（308万円）
○新幹線開業事前調査事業（105万円）

　◇教育費
　56,173 円

○小・中学校費（6,183 万円）
○農村交流館管理運営事業（2,604 万円）
○農村文明推進事業（1,738 万円）
○木島平型教育づくり事業（463万円）

　◇衛生費
　29,811 円

○岳北広域行政組合への衛生費負担金（5,983 万円）
○北信病院改築事業負担金（850万円）
○健康管理健診及びがん検診事業（666万円）
○休日夜間の診療体制整備及び初期救急医療運営補助（251万円）

　◇消防費
　34,916 円

○岳北広域行政組合への消防費分担金（１億 2,812 万円）
○消防ポンプ車・可搬ポンプ購入（1,927 万円）
○消防団員公務災害補償基金掛金、団員報酬（1,384 万円）

　◇議会費
　12,184 円

○議会運営費（6,136 万円）

　◇災害復旧費
　1,210 円

○豪雨等による災害復旧事業（609万円）

合　計（村民一人あたりに換算した額の合計）　　　682,735 円

※住民一人あたりに換算した決算額は、平成 25 年３月 31 日現在の住民基本台帳人口 5,036 人で算出。

平成 25 年度に行われた主な事業

特集　平成 25 年度決算報告
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【政策情報室　内線１１１】

　健全化判断比率 （単位：％）
平成 25 年度 平成 24 年度 比較 早期健全化基準 財政再生基準

①実質赤字比率 ― ― － 15 20

②連結実質赤字比率 ― ― － 20 40

③実質公債比率 12.4 12.5 △ 0.1 25 35

④将来負担比率 18.5 34.2 △ 15.7 350

※実質赤字比率及び連結実質赤字比率は、赤字額・資金不足額が生じていないため該当ありません

健全化判断比率を公表します
地方公共団体は、「地方公共団体の財政の健全化に関する法律（財政健全化法）」に基づき、

財政運営に関する実質的な赤字状況や実質的な将来負担などを数値化し、平成 19 年度決算
から公表することが義務付けられています。

平成 25 年度の決算状況における健全化判断比率及び、公営企業会計に係る資金不足比率
を算定した結果は次のとおりです。

全ての比率について、財政健全化法の早期健全化基準を下回ることができました。
（基準を下回っているため、財政運営上問題ないとされます。）

 【用語解説】
①実質赤字比率
　一般会計と一般会計に属する特別会計（情報通信会計、学校給食会計及び奨学資金会計）を対象とし
た実質赤字額の標準財政規模（木島平村の標準的な収入）に対する比率です。
②連結実質赤字比率
　公営企業会計を含む全会計の実質赤字額又は資金不足額の標準財政規模に対する比率です。
③実質公債費比率
　一般会計の公債費（借入金返済額）と特別会計、公営企業会計及び一部事務組合の公債費に充当され
た一般会計からの繰出金及び負担金を合算した額の標準財政規模に対する比率です。
　数値については過去３年間の平均となっており、平成 25 年度決算では 12.4％となり、前年度に比べ 0.1
ポイント改善することができました。これは平成 14 年度に借入れた辺地債、昭和 62 年度に借入れた義
務教育債の償還が平成 24 年度で完済したことによるものです。
④将来負担比率
　土地開発公社や第三セクター等の出資法人も含め、一般会計が将来負担すると見込まれる負債残高の
標準財政規模に対する比率です。
　平成 25 年度決算は 18.5％で、前年度に比べ 15.7 ポイント改善することができました。これは将来負
担すべき負債に対して充当可能な基金が増加したためです。
◇資金不足比率
　公営企業会計（観光施設、下水道、農業集落排水事業、高社簡易水道、水道事業）に係る資金不足比
率は、いずれの会計も資金不足が生じておらず、本比率については該当ありません。

特集　平成 25 年度決算報告
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村
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政
状
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に
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い
て
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セ
ン
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に
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ま
し
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、
そ
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に
掲
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さ
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て
い
る
内
容
以
外
で
よ
く
質
問
を
い
た

だ
く
事
項
に
つ
い
て
お
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え
し
ま
す
。

　
　

借
金
が
増
え
る
と
返
せ
な
く
な
る

　

の
で
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な
い
か
？

　
　

地
方
債
（
借
金
）
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は
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で
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画
的
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し
て
き
ま
し
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。（
上
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と
お
り
）
過
去
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ピ
ー
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と
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約
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一
方
、
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貯
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年
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と
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ま
す
。
ま
た
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地
方
債
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く
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過
疎
債
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臨
財
債
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借
り
入
れ
て
お
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村
が
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負
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す
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額
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、
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体
の
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程
度

で
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国
か
ら
地
方
交
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税
と
し
て

措
置
さ
れ
ま
す
。

　
　

人
口
が
減
少
す
る
と
収
入
が
減
り
、

　

借
金
が
返
せ
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
？

　
　

村
の
人
口
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

　
　

村
税
収
入
、
地
方
交
付
税
は
人
口

減
少
に
合
わ
せ
て
減
っ
て
い
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
方
交
付
税
は
事
業

量
と
強
く
連
動
し
、
村
税
収
入
は
税
制

や
景
気
と
連
動
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
村
税
収
入
の
歳
入
に
占
め
る

割
合
は
、
11
％
程
度
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
増
減
が
村
の
財
政
に
与
え
る
影
響

は
わ
ず
か
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
村
の
歳
入
は
、
人
口

減
少
に
比
例
し
て
少
な
く
な
る
よ
う
な

単
純
な
関
係
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

借
金
と
貯
金
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
見

て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
現
在
の
村
の
財

政
状
況
は
、
過
去
四
半
世
紀
の
中
で
最

も
健
全
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

ビ
レ
ッ
ジ
セ
ン
タ
ー
建
設
に
備
え
積
立

金
を
増
強
す
る
と
と
も
に
、
少
し
で
も

村
の
財
政
負
担
を
抑
え
る
た
め
、
国
の

補
助
事
業
の
導
入
と
過
疎
債
を
活
用
す

る
な
ど
、
よ
り
良
い
施
設
整
備
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

　
「
丈
夫
で
長
持
ち
す
る
」、「
災
害
時
に

防
災
拠
点
と
し
て
村
民
を
守
る
こ
と
が

で
き
る
」、「
村
の
中
心
と
し
て
交
流
や

活
動
の
拠
点
と
な
る
」、「
村
民
が
愛
着

を
持
ち
誇
り
に
思
う
」、
こ
の
よ
う
な
施

設
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
末
を
目
標
に
新
た
な
施

設
整
備
計
画
を
お
示
し
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ビ
レ
ッ
ジ
セ
ン
タ
ー
建
設
の
計
画
を

更
に
詳
し
く
知
り
た
い
方
、
ご
意
見
が

あ
る
方
な
ど
は
、
総
務
課
政
策
情
報
室

ま
で
ご
遠
慮
な
く
連
絡
く
だ
さ
い
。

村
の
財
政
状
況
に
つ
い
て

ＱＡＱＡ

地方債残高ピーク
Ｈ 10 年　88 億円地方債現在高

積立金現在高

1/3 に減少
積立金は近年最高
　   26 億円

平成 25 年度末
　   30 億円

（百万円）
10,000
9,000
8,000
7,000
6,000
5,000
4,000
3,000
2,000
1,000

積立金残高と地方債残高の推移

Ｈ２ Ｈ３ Ｈ４ Ｈ５ Ｈ６ Ｈ７ Ｈ８ Ｈ９ Ｈ10 Ｈ11 Ｈ12 Ｈ13 Ｈ14 Ｈ15 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25

平
成
25
年
3
月
に
基
本
構
想
を
策

定
、
こ
れ
に
基
づ
き
設
計
者
の
公
募

を
行
い
、
応
募
総
数
81
人
の
中
か
ら

最
優
秀
者
を
決
定
し
、
設
計
業
務
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

平
成
25
年
9
月
に
は
、
検
討
委
員

会
を
組
織
し
、
村
民
意
見
を
反
映
し

な
が
ら
施
設
の
配
置
や
空
間
構
成
を

具
体
化
し
て
概
算
費
用
を
算
出
す
る

た
め
の
基
本
設
計
業
務
を
行
い
ま
し

た
。
平
成
26
年
5
月
に
、
建
設
に
必

要
な
関
連
予
算
を
臨
時
議
会
に
提
案

し
ま
し
た
が
、「
雪
対
策
が
不
安
で
あ

る
」、「
事
業
費
が
過
大
で
あ
る
」
な

ど
の
反
対
意
見
に
よ
り
否
決
と
な
り

ま
し
た
。

平
成
26
年
度
は
、「
雪
対
策
」、「
建

設
コ
ス
ト
」
を
中
心
に
対
応
を
整
理

し
、
基
本
設
計
を
再
検
討
し
ま
す
。

雪
対
策
に
つ
い
て
は
、
雪
の
専
門

家
で
あ
る
新
潟
工
科
大
学
の
深
澤
教

授
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
雪
対
策
に

万
全
を
期
す
た
め
の
検
討
を
進
め
ま

す
。
ま
た
、
建
設
コ
ス
ト
の
縮
減
に

必
要
な
設
計
検
討
を
行
い
ま
す
が
、

震
災
復
興
や
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
に
よ
る
建
設
費
上
昇
圧
力
は
今
後

も
強
く
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
消

費
税
率
の
引
き
上
げ
も
予
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
建
設
コ
ス
ト
の
高
止

ま
り
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

役
場
庁
舎
及
び
村
民
会
館
は
耐
震

性
能
を
満
た
し
て
い
な
い
た
め
、
こ

れ
に
代
わ
る
新
し
い
施
設
が
必
要
な

こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
施

設
の
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
村
の
財

政
負
担
を
抑
え
る
た
め
、
国
の
補
助

事
業
と
過
疎
債
を
最
大
限
に
活
用
し

な
が
ら
平
成
30
年
4
月
の
開
庁
を
目

標
に
計
画
を
進
め
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
経
過

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

平成 24 年７月  役場周辺整備検討委員会
 （委員 24 人）を組織

平成 25 年３月  基本構想策定

平成 25 年６月～９月  設計者の公募（応募者 81 人）、   
 最優秀者と契約締結

平成 25 年９月  新庁舎ホール等利活用検討委 
 員会（委員 19 人）を組織

平成 26 年４月  検討委員会が基本設計を承認

平成 26 年４月  パブリックコメント実施
 （3 名から意見あり）

平成 26 年５月  臨時議会に関連予算を提出
 賛成５名、反対６名で否決

新しい村民会館・役場庁舎の整備計画　　現在の村民会館・役場庁舎に代わる新しい施設（仮称）ビレッジセンター建
設事業の今後の進め方についてお知らせします

（これまでの経過）

平
成
30
年
4
月
開
庁
を
目
標

財政状況を考える
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村
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、「
ビ

レ
ッ
ジ
セ
ン
タ
ー
建
設
に
関
す
る
財
政

状
況
等
に
つ
い
て
」（
村
Ｈ
Ｐ
「
役
場
周

辺
整
備
に
つ
い
て
」
参
照
）
で
お
伝
え

し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
こ
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
内
容
以
外
で
よ
く
質
問
を
い
た

だ
く
事
項
に
つ
い
て
お
答
え
し
ま
す
。

　
　

借
金
が
増
え
る
と
返
せ
な
く
な
る

　

の
で
は
な
い
か
？

　
　

地
方
債
（
借
金
）
残
高
は
、
こ
れ

　
　

ま
で
計
画
的
に
削
減
し
て
き
ま
し

た
。（
上
表
の
と
お
り
）
過
去
の
ピ
ー
ク

と
比
べ
る
と
約
３
分
の
１
と
な
っ
て
い

ま
す
。
一
方
、
積
立
金
（
貯
金
）
は
近

年
最
高
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
方
債
の
多
く
は
、
過
疎
債
や
臨
財
債

を
借
り
入
れ
て
お
り
、
村
が
実
質
負
担

す
る
返
済
額
は
、
全
体
の
２
割
弱
程
度

で
残
り
は
国
か
ら
地
方
交
付
税
と
し
て

措
置
さ
れ
ま
す
。

　
　

人
口
が
減
少
す
る
と
収
入
が
減
り
、

　

借
金
が
返
せ
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
？

　
　

村
の
人
口
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

　
　

村
税
収
入
、
地
方
交
付
税
は
人
口

減
少
に
合
わ
せ
て
減
っ
て
い
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
方
交
付
税
は
事
業

量
と
強
く
連
動
し
、
村
税
収
入
は
税
制

や
景
気
と
連
動
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
村
税
収
入
の
歳
入
に
占
め
る

割
合
は
、
11
％
程
度
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
増
減
が
村
の
財
政
に
与
え
る
影
響

は
わ
ず
か
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
村
の
歳
入
は
、
人
口

減
少
に
比
例
し
て
少
な
く
な
る
よ
う
な

単
純
な
関
係
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

借
金
と
貯
金
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
見

て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
現
在
の
村
の
財

政
状
況
は
、
過
去
四
半
世
紀
の
中
で
最

も
健
全
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

ビ
レ
ッ
ジ
セ
ン
タ
ー
建
設
に
備
え
積
立

金
を
増
強
す
る
と
と
も
に
、
少
し
で
も

村
の
財
政
負
担
を
抑
え
る
た
め
、
国
の

補
助
事
業
の
導
入
と
過
疎
債
を
活
用
す

る
な
ど
、
よ
り
良
い
施
設
整
備
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

　
「
丈
夫
で
長
持
ち
す
る
」、「
災
害
時
に

防
災
拠
点
と
し
て
村
民
を
守
る
こ
と
が

で
き
る
」、「
村
の
中
心
と
し
て
交
流
や

活
動
の
拠
点
と
な
る
」、「
村
民
が
愛
着

を
持
ち
誇
り
に
思
う
」、
こ
の
よ
う
な
施

設
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
末
を
目
標
に
新
た
な
施

設
整
備
計
画
を
お
示
し
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ビ
レ
ッ
ジ
セ
ン
タ
ー
建
設
の
計
画
を

更
に
詳
し
く
知
り
た
い
方
、
ご
意
見
が

あ
る
方
な
ど
は
、
総
務
課
政
策
情
報
室

ま
で
ご
遠
慮
な
く
連
絡
く
だ
さ
い
。

平
成
26
年
3
月
議
会
に
お
い
て
、

村
民
会
館
条
例
の
廃
止
及
び
解
体
費

用
の
議
決
を
い
た
だ
き
、
施
設
の
閉

鎖
に
向
け
教
育
委
員
会
事
務
局
の
移

転
や
備
品
の
撤
去
な
ど
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
平
成
26
年
度
中
に
施
設
を

解
体
す
る
計
画
で
進
め
て
き
ま
し
た

が
、
ビ
レ
ッ
ジ
セ
ン
タ
ー
建
設
関
連

予
算
の
否
決
に
伴
い
、
村
民
会
館
の

解
体
は
平
成
27
年
度
ま
で
保
留
し
ま

す
。
一
方
で
、
村
民
会
館
は
備
品
等

が
撤
去
さ
れ
施
設
再
開
で
き
る
状
況

に
な
い
こ
と
か
ら
閉
鎖
し
た
ま
ま
と

し
ま
す
。

平成 26 年度中  基本設計検討

平成 27 年度中  実施設計

平成 27 年度中  村民会館解体

       平成 28 年～
平成 30 年１月

 建設工事

　    平成 30 年４月  供用開始

   平成 30 年５月～  旧庁舎解体、駐車場整備

村
民
会
館
に
つ
い
て

平成26年３月に閉館した村民会館

ビレッジセンター当初外観イメージ

【
政
策
情
報
室　

内
線
１
１
１
】

愛
さ
れ
る
施
設
へ

（百万円）
3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

500

普通交付税
村税収入
住基人口

人口と村税、地方交付税の推移

平成 25 年 人口 5,036

（ 人 ）
7,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

交付税は人口よりも
　　　　　　事業量によって変動

村税収入は人口よりも
　　　景気・税制により変動
　　　　　　－概ね４億円で推移－

平成２年 人口 6,101 人

Ｈ２ Ｈ３ Ｈ４ Ｈ５ Ｈ６Ｈ７ Ｈ８ Ｈ９Ｈ10 Ｈ11 Ｈ12 Ｈ13 Ｈ14 Ｈ15 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25

（今後のスケジュール）
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平
成
27
年
度
か
ら

　
　

軽
自
動
車
税
の
税
率
が
変
わ
り
ま
す

　

原
動
機
付
自
転
車
、
二
輪
車
、
小
型

特
殊
自
動
車
の
税
率
（
年
額
）
が
次
の

と
お
り
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
改
正
は
、
平
成
27
年
度
課
税
分

か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

■
原
動
機
付
自
転
車
、

二
輪
車
、

小
型
特
殊
自
動
車
の
税
率
引
き
上
げ

車　種　区　分 現　行 改正後

原動機付自転車

総排気量が 50 ㏄以下 1,000 円 2,000 円

総排気量が 50 ㏄を超え 90
㏄以下 1,200 円 2,000 円

総排気量が 90 ㏄を超え
125 ㏄以下 1,600 円 2,400 円

三輪以上のもの 2,500 円 3,700 円

二輪の軽自動車 総排気量が 125 ㏄を超え
250 ㏄以下 2,400 円 3,600 円

  専ら雪上を走行するもの 2,400 円 3,600 円

小型特殊自動車
農耕作業用のもの 1,600 円 2,400 円

その他のもの（フォーク
リフトなど） 4,700 円 5,900 円

 二輪の小型自動車
  （総排気量が 250 ㏄を超えるもの）

4,000 円 6,000 円

■
軽
四
輪
車
等
の
税
率
引
き
上
げ

　

軽
自
動
車
の
う
ち
三
輪
の
も
の
お
よ

び
四
輪
以
上
の
も
の
（
以
下
「
軽
四
輪

車
等
」
と
い
う
）
の
税
率
（
年
額
）
が

次
の
と
お
り
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。　

　

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
車
両
の
改
正
後

の
税
率
は
、
平
成
27
年
４
月
１
日
以
後

に
最
初
の
新
規
検
査
を
受
け
る
車
両
か

ら
適
用
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
自
動
車
検

査
証
の
「
初
度
検
査
年
月
」
か
ら
13
年

を
経
過
し
た
軽
四
輪
車
等
に
対
し
て

は
、
重
課
税
率
（
年
額
）
が
適
用
さ
れ

ま
す
。
こ
の
重
課
税
率
は
、
平
成
28
年

度
課
税
分
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

◎
平
成
27
年
３
月
31
日
以
前
に
新
規
登

　

録
し
た
車
両
→
現
行
税
率

◎
平
成
27
年
４
月
１
日
に
新
規
登
録
し

　

た
車
両
→
改
正
後
の
税
率
（
平
成
27

　

年
度
か
ら
）

◎
平
成
27
年
４
月
２
日
以
降
に
新
規
登

　

録
し
た
車
両
→
改
正
後
の
税
率
（
平

　

成
28
年
度
か
ら
）

◎
平
成
28
年
度
に
重
課
税
率
が
適
用
さ

　

れ
る
車
両
は
、
自
動
車
検
査
証
の
初

　

度
検
査
年
月
が
平
成
14
年
以
前
に
登

　

録
さ
れ
た
車
両
で
す
。

車　種　区　分 現行 改正後 重　課
税　率

 軽自動車

 三輪のもの 3,100 円 3,900 円 4,600 円

 四輪以上  
 の も の

乗　用
営業用 5,500 円 6,900 円 8,200 円

自家用 7,200 円 10,800 円 12,900 円

貨物用
営業用 3,000 円 3,800 円 4,500 円

自家用 4,000 円 5,000 円 6,000 円

■
法
人
村
民
税
の
法
人
税
割
税
率
改
正

　

税
制
改
正
に
伴
う
村
税
条
例
改
正
に
よ
り
、
10
月
1
日
以
後
に
開
始
す
る
事

業
年
度
か
ら
、
法
人
村
民
税
の
法
人
税
割
の
税
率
が
図
の
と
お
り
引
き
下
げ
ら

れ
ま
し
た
。

○
12
・
３
％
（
現
行
）            

９
・
７
％
（
10
月
1
日
以
後
）

【
総
務
室　

内
線
１
１
８
】
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早稲田大学生が集落活性化策を提案
～早稲田大学プロフェッショナルズ・ワークショップ～

テーマ 「農村集落と都市住民との協働によるコミュニティの創造」

早稲田大学生による地域づくり調査研究活動の提案報告
会が 9 月 18 日、19 日に行われました。

6 年目を迎え、この活動は、学生が集落の皆さんと交流を
深めながら、農村の暮らし、魅力や課題を学び、集落の活性
化策を提案するものです。

今年は 20 人の学生が参加し、馬曲・原大沢・内山の 3 集
落に分かれ、活動を展開しました。学生たちからは、提案だ
けに終わらせず提案の実現に向けた活動を始めたいと積極
的な意見が出されました。

 対象集落：馬曲地区　　学生チーム名：Ｗａｇｕｓｅ

　田舎暮らしを始めたい人を支援する会員制の「シェアビレッ
ジ制度」を創設し、都会に暮らす人が週末や一定の期間を馬曲
で暮らす二地域居住を促して集落の活性化を図る。会員の農地
管理や馬曲区民とのつなぎ役としてシェアビレッジ管理人を置
く。この他、より多くの学生が馬曲の魅力や課題を学び、集落
の活性化を考えるための「馬曲スタディツアー」を提案。

■シェアビレッジ制度を創設して移住定住を促進

 対象集落：内山地区　　学生チーム名：チーム内山

　内山の魅力である人に焦点を当て、人を介した交流体験メ
ニューをまとめた「交流型ガイドブック」を作成し、内山の情
報発信を行う。このガイドブックによる交流体験を通じて、都
市住民の移住定住の機運を高めるとともに、住民の誇りの醸成を図る。
　

■内山の魅力「人」に焦点を当てたガイドブックで情報発信

 対象集落：原大沢地区　学生チーム名：原大沢寄り添い隊

　小学校に住民交流の場「じょんのび倶楽部」を設立し、子ど
もたちと住民の交流を図るほか、女性の集いの場、地域活動の
拠点とする。また、大学生・外国人留学生との交流イベントを
企画し、世代間交流、異文化交流を通じて地域の活性化を図る。

■住民交流の場を創出して地域を活性化

【政策情報室　内線１１１】
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　戦没者・満州開拓受難者

追悼式の開催について
「心の病気を抱える家族とのコミュニケーション」

　精神障がい者家族研修会・茶話会

【健康福祉室　内線１２７】 【健康福祉室　内線１２５】

　村では、先の大戦から 69 年を迎える今日、村出身
者の戦没者・満州開拓受難者に対し、追悼式を開催
します。
　遺族会の皆様へは、例年通り各班長さんにご案内
と出席の取りまとめをお願いしておりますので、そ
ちらへお申し込みください。
　また、南部地区のご遺族の皆様は、ご出席について
役場健康福祉室まで直接お申し込みください。（送迎
あり）

◇日　時　　　11 月６日 ( 木 )　10 時
◇場　所　　　若者センター研修室
◇申込期限　　10 月 27 日（月）

　人は、どのように話しかけられたかで、気分も心
の持ちようも変わります。とりわけ心の病気を患っ
ている方は、敏感に反応し、病状にも影響すること
があります。心の病気を持つ家族との上手なコミュ
ニケーションを身につけてみませんか ?

◇日　時　　11 月 21 日（金）
　講演会　　午後１時 30 分～２時 30 分
　茶話会　　午後２時 40 分～４時
◇場　所　　長野県中野庁舎
　　　　　　（中野市中央４‐１‐19）
◇講　師　　夏目宏明　さん
　　　　　　社団法人ウェルフェアコスモス所長
　　　　　　精神保健福祉士、ＳＳＴ普及協会講師
◇申し込み期限　11 月 10 日（月）まで
◇申込先　　北信圏域障害者総合相談支援センター
　　　　　　電話　0269（23）352

　地震に備えてご参加ください

緊急地震速報行動訓練

　緊急地震速報を受信した際の行動訓練を、下記の
日程で行います。
　地震はいつ発生するかわかりません。訓練を通し
て、あらかじめどのような行動をとるかを知り、実
際に経験しておくことが大切です。
　緊急地震速報が流れた際には、各自避難行動を
とっていただき、緊急時の行動確認をお願いします。
※当日の気象状況等によっては、訓練用緊急地震速報の発表を中
止する場合があります。

◇日　　時　11 月５日（水）　午前 10 時ごろ

◇伝達方法　緊急地震速報を屋外放送スピーカー及
　　　　　　び音声告知端末にて放送

◇避難行動　丈夫な机等の下に隠れる、届くところ
　　　　　　にヘルメットを準備する、かぶる、屋
　　　　　　外に避難をする等　

【総務室　内線１１６】

飯山駅移転のお知らせ
　飯山線飯山駅のホームが、11 月９日（日）より、
現在の駅舎から 300m 南に離れた新しい駅舎に移転
します。
　これに併せ、駅の飯山駅観光交流センターも暫定
供用開始され、千曲川口広場から駅をご利用いただ
けるようになります。
また、移転に伴い、新しい駅舎周辺には臨時駐車場
が設置されます。

木島平村長選挙 ー日程ー
　平成 27 年２月 21 日の任期満了に伴う木島平村長
選挙の投票日が決まりました。

◇告示日　　　　　　平成 27 年２月３日（火）
◇期日前投票期間　　平成 27 年２月４日（水）
　　　　　　　　　　　　　  ～２月７日（土）
◇投票日　　　　　　平成 27 年２月８日（日）

【総務室　内線１１５】
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　無料で弁護士に相談できます

　　　くらしと健康の相談会開催

失業・倒産・多重債務・家庭問題等について弁護
士が無料で相談に応じます。あわせて保健師による
健康相談も行います。

【健康福祉室　内線１２７】

　高齢者のインフルエンザ予防接種委託医療機関
委託医療機関名 電話番号

村　内 　木島平村診療所 （82）2143
　木島平クリニック （82）1616

飯山市

　飯山赤十字病院 （62）4195
　みゆき会クリニック （63）2560
　清水内科小児科医院 （62）2351
　服部医院 （62）2816
　小田切医院 （62）2039
　畑山医院 （67）2888
　いいやま診療所 （67）0100
　北信州診療所 （65）1200

中野市

　北信総合病院 0269（22）2151
　佐藤病院 0269（38）3311
　アライクリニック 0269（24）0601
　長谷川クリニック 0269（26）7700
　高橋医院 0269（26）2171
　南谷整形外科 0269（22）7722

長野市

　長野中央病院 026（234）3211
　愛和病院 026（226）3863
　三浦医院 026（244）6226
　宮沢医院 026（241）5956

早
め
の
予
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②
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０
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木島平村つくし会賛助会に

ご理解とご協力ありがとうございました
　過日行いました賛助会費の募集に、多くの方のご
賛同をいただき、心より感謝申し上げます。
　

【精神障がい者家族会木島平村つくし会】

◇募集結果　205 人　95,000 円
　会費は、村内の精神障がい者福祉施設の充実、長野
県精神障害者家族会連合会の活動支援、木島平村つく
し会の活動費の一部として活用させていただきます。 ◇日時　12 月４・11・18・25 日（いずれも木曜日）

　　　　午後２時～４時（予約制）

◇会場　北信保健福祉事務所
　　　　飯山市大字静間１３４０－１　県飯山庁舎

◇予約申し込み・問い合わせ　
　　　　北信保健福祉事務所健康づくり支援課
　　　　電話　0269（62）6104

北信州公開講演会
　北信州心臓病地域連携包括ケア推進協議会では、

「北信州公開講演会」を下記のとおり行います。皆
様のご参加お待ちしています。
◇日　時　11 月９日（日）　午後２時～３時 30 分
◇場　所　中野市働く婦人の家
◇講　師　塩月　優子さん（須坂病院腎臓内科医）
　　　　　「塩分制限をしたくなる話」パート２　
　

【健康福祉室　内線１２５】
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　使用済の農業用ビニール・ポリフィルム、肥料袋
など産業廃棄物の不法投棄や野焼きは、法律により
禁止されています。自然環境と農業環境を守るため、
ご理解とご協力をお願いします。
◇日時　10 月 25 日（土）　午前８時 30 分～ 11 時
◇場所　木島平工機センター（グリーンセンター内）
◇持ち物　印鑑、委任状（役場窓口にもあります）
◇回収するものと負担金（１㎏あたり）

詳しくは、飯水岳北地域農業用廃プラスチック類
適正処理連絡協議会事務局（ＪＡ北信州みゆき営農
資材課 62‐6010）　　　

ポリエチレン類 45 円
肥料袋類 45 円
塩化ビニール類 55 円
その他ビニール類 60 円
その他プラスチック類 90 円
きのこビン・育苗ポット類 85 円
農薬空容器関係 170 円
イボ竹 35 円
直管、アーチパイプ 15 円
紙袋（1 袋） 5 円

【生活環境室　内線１２３】

【農林振興室　内線１３２】

　白色トレイ・発泡スチロールの

　　　　分別方法をご紹介します

◇白色か、色柄ものか
　トレイ・発泡スチロールは色によって提出方法が
異なります。白いものは資源物回収ネットへ。
　色つき、柄物は毎週木曜日の「プラ容器」として
提出してください。誤って色柄ものを資源物回収
ネットに入れないようにご注意ください。
◇大きな魚箱は、複数の場合はしばって提出を
　資源物回収ネットに入りきらない大きな魚箱など
複数ある場合は、ひもなどでしばって、ひとまとめ
にして提出してください。
◇汚れたものは可燃ごみへ
　汚れのひどいものは、リサイクル出来ないので、
可燃ごみとして提出してください。
◇スーパーなどでの収集について
　スーパーマーケットの店頭でもトレイの収集を
行っておりますが、利用される場合はそのお店ごと
のルールに従って提出してください。

　村では、家庭から出される剪定枝の再利用のため、
飯山市所有の枝を細かくチップ化する機械の使用に
ついて協定を締結しています。出来上がったチップ
は無料でお配りしています。通路や花壇等に敷いて
利用したり、堆肥化に利用することができます。　
　枝の搬入・チップの配付には予約が必要ですので、
ご希望の方は、役場生活環境室に事前にお問い合わ
せください。
◇搬入場所　飯山市民体育館
　( 搬入の際は、受入れ準備の必要がありますので事
前に生活環境室までご連絡ください）
◇搬入できる剪定枝
　一般家庭の庭木の剪定枝（直径 5cm 以内、長さ
180cm 以内、枝の最大幅 60cm 以内のもの）
◇対象とならないもの
　竹類、つる類、つた類、バラ類、ウルシのほか事
業活動によって排出された木・枝

【生活環境室　内線１２３】

ウッドチッパーを活用しよう

農業用廃プラスチック類の回収農地中間管理事業説明会　開催
　今年度から実施している農地中間管理事業につい
ては、広報６月号の折込チラシ、広報９月号の誌面
においてお知らせをしましたが、事業の概要につい
て説明会を次の日程で開催いたします。
　対象者は、「自作農地を将来貸借または売買をした
い」、「貸借農地を今後も貸借または売買したい」方
です。ご都合をつけて、説明会へご参加ください。

＜説明会＞どちらか都合のよい日にご参加ください
　　　　
　　○ 10 月 28 日（火）　午後７時～８時
　　　 会場　　農村交流館２階　第１研修室
　
　　○ 10 月 29 日（水）　午後７時～８時　　　　
　　　 会場　　役場２階　会議室

【農林振興室　内線１３１】
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平成２６年度　第１６回
米・食味分析鑑定コンクール : 国際大会が開催されます

　「第 16 回　米・食味分析鑑定コンクール：国際大会」が、青森県田舎館村で開催されます。
　美味しい木島平米を多数ご出品いただき、連続受賞の継続で更なる木島平米のブランド化にご協力ください。

 ◇ 期　　日：平成 26 年 11 月 23 日（日）～ 24 日（月）（祝）
 
 ◇ 会　　場：青森県田舎館村
 
 ◇ 出  品  料：４，０００円　※出品料は各自でご負担ください。

 ◇ 出品米のとりまとめについて
　米コンクールへの出品は、玄米２㎏を大阪府の米食味
鑑定士協会に送付する必要がありますが、役場で右表の
とおり一定期間とりまとめて送付します。
　受付日に出品玄米２㎏に提出書類と出品料を添えて、
役場交流産業室までご持参ください。
　なお、品質の劣化が心配されるため、受付日以外には
お受けできませんのでご了承ください。右の期日以外に
送付される場合は、ご自身で手続き願います。

受 付 日 発 送 日

 10 月 20 日（月）・21 日（火） 10 月 22 日（水）

 10 月 27 日（月）・28 日（火） 10 月 29 日（水）

 11 月 ４ 日（火）    11 月  ５ 日（水）

【交流産業室　内線１３５】
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て
く
だ
さ
い
。

う
ん
め
ぇ
米
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
新に
い
な
め
さ
い

嘗
祭

時
間
：
午
前
11
時
・
平
和
橋
行
列
出
発　

場
所
：
木
島
平
村
水
穂
神
社

◇ 

大
八
車
に
乗
せ
た
新
米
を
神
社
に
奉
納
し
ま
す
。
神
事
の
他
、
巫

　

 

女
の
舞
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

馬
曲
温
泉
ま
つ
り

時
間
：
午
前
10
時
～　

場
所
：
馬
曲
温
泉
望
郷
の
湯

◇ 

天
然
な
め
こ
汁
サ
ー
ビ
ス
等
、
鬼
島
太
鼓
の
演
奏
や
馬
曲
温
泉
相

　

 

撲
甚じ

ん
く句

も
行
わ
れ
ま
す
。

10月

【木島平村観光協会　（82）2800】
ー問い合わせー
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　　　　冬道の安全確保
除雪オペレーター募集

村内の冬道の安全確保等のため、冬期間の除雪作
業をしていただくオペレーターを募集します。

◇募集人員　17 人

◇期間　
  常　勤 平成 26 年 12 月 １日～平成 27 年３月 31 日
  非常勤 平成 26 年 12 月 15 日～平成 27 年３月 15 日

◇作業内容
・村道の冬期除雪準備
・村道除雪
・排雪作業ほか

◇募集期限
・10 月 31 日（金）

※詳しくは農村整備室までお問い合わせください。

10 月は支給月です　児童手当
10 月は児童手当の支給月です。対象となるお子さ

んがいるご家庭は、ご確認ください。
◇振込日　10 月 15 日（水）
◇支給対象月　６～９月分
◇支給額　

※児童を養育している方の所得が所得制限限度額以
上の場合は、年齢区分に関わらず、特例給付として
支給月額が 5,000 円となります。

【子育て支援室　内線２０３】

中学３年生までの児童１人につき
年齢区分 支給月額

０～３歳 一律 15,000 円

 ３歳以上小学校 
 修了前

第１・２子 10,000 円

第３子以降 15,000 円

中学生 一律 10,000 円

特例給付 一律  5,000 円

平
成
27
年
度 
新
入
保
育
園
児
募
集

今
回
の
募
集
は
、
来
年
度
の
保
育
園

運
営
の
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。
４
月

の
入
園
に
限
ら
ず
年
度
途
中
に
入
園
を

希
望
す
る
皆
さ
ん
も
、
こ
の
機
会
に
で

き
る
だ
け
申
し
込
ん
で
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

入
園
に
つ
い
て
は
、
受
付
期
間
以
外

で
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、
年

度
途
中
で
の
入
園
は
、
職
員
の
配
置
や

ク
ラ
ス
の
受
け
入
れ
準
備
が
あ
る
た
め

お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

緊
急
時
に
対
応
し
た
「
緊
急
保
育
」
も

１
事
由
６
日
間
ま
で
利
用
も
可
能
で
す

が
、
入
園
を
お
考
え
の
方
は
こ
の
機
会
に

お
申
込
み
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
10
月
29
日
の
お
ひ
さ
ま
教
室

は
、
お
ひ
さ
ま
保
育
園
の
園
長
先
生
の

お
話
と
保
育
園
見
学
で
す
。
入
園
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
一
度
見
学
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

な
お
、
現
在
入
園
し
て
い
る
児
童
に

つ
い
て
は
、
保
育
園
を
通
じ
て
申
し
込

み
の
受
付
を
い
た
し
ま
す
。

平
成
27
年
４
月
か
ら
保
育
園
へ
入
園

を
希
望
さ
れ
る
お
子
さ
ん
の
申
込
を
受

付
て
い
ま
す
。

入
園
を
希
望
さ
れ
る
皆
さ
ん
は
、
お

ひ
さ
ま
保
育
園
、
教
育
委
員
会
子
育
て

支
援
室
ま
た
は
役
場
窓
口
、
地
区
の
民

生
児
童
委
員
宅
に
備
え
付
け
の
申
込
書

が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入

い
た
だ
き
受
付
期
間
内
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

◇
申
し
込
み
方
法

決
め
ら
れ
た
申
込
書
に
必
要
事
項
を

　

記
入
し
、
次
の
い
ず
れ
か
の
提
出
先

　

ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
書
の
提
出
先

・
お
ひ
さ
ま
保
育
園

・
教
育
委
員
会
子
育
て
支
援
室
ま
た

　

   

は
役
場
窓
口

◇
受
付
期
間

・
平
成
26
年
10
月
31
日
（
金
）
ま
で

（
１
月
下
旬
に
面
接
を
予
定
し
て
い

　
　

ま
す
。）

申
し
込
み

【農村整備室　内線１４１】
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平成 27 年度　保育園の運営概要
①　保育園の定員と受入年齢　　　定員：160 人　　受入年齢：生後６か月から

②　保育時間　　　　　　　　　　月曜日から金曜日：午前８時 30 分～午後４時 30 分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　土曜日：午前８時 30 分～正午
③　保育料
　
　＊保育料は保護者の所得に応じて決定します。
　　平成 27 年４月から「子ども子育て支援新制度」がスタートします。保育料は、保護者の所得に応じた金
　　額を納めていただきますが、今までの所得税額による保育料の算定から市町村の実態に応じた住民税所
　　得割額税による算定に変更予定です。方針や料金が決まり次第保護者向けに説明会を実施する予定です。
　＊２人以上で入園している場合、同時入所している２番目の児童は半額、  
      ３番目以降の児童は無料となります。
　＊第３子については、平成 26 年度から同時入所のあるなしにかかわらず、
　　年少・年中・年長の３年間無料になります。
　＊入所する児童の同一世帯に現に生活する満 18 歳未満で４児以上の兄弟  
      がある場合、その４児以降の児童は全額免除（無料）となります。

④　希望保育の実施について
　　
　＊平成 26 年度から試行的に第４土曜日を希望保育として、申込制による
　　保育を実施します。平成 27 年度も実施の方向で検討しています。

⑤　延長保育の内容
　
　＊１カ月単位で申込む【月単位】と、必要な日だけ利用できる【１日単位】
　　 の２種類の利用方法があります。

⑥　病後児保育
　
　＊病気の回復期にあり、医療機関における入院治療は要しないが、集団保育が困難な状態にあり、かつ保
　　護者が勤務の都合、傷病、出産、冠婚葬祭、その他やむを得ない事由により家庭で保育を行なうことが
　　できない園児の保育を行ないます。（利用にあたり医師の診断が必要になります）

⑦　緊急保育（保育園に入所していないお子さんを一時的にお預かりします。）
　
　　保育時間：午前８時 30 分～午後４時 30 分
　＊保育園に入園していない乳幼児の保護者が疾病、看護、介護、   
      出産、災害、事故、就労、冠婚葬祭等で、緊急かつ一時的に　
　　家庭保育が困難となった場合に対象となります。
　＊実施期間は１事由につき継続して６日間以内です。緊急保育を
　　希望される方は、直接園長へ申し込みください。
　＊緊急保育の料金使用料
　　（８時間を超える場合は、右表の金額に 300 円を加算します）

４時間以内 ８時間以内

３歳未満児 1,800 円 3,500 円

３歳以上児 800 円 1,500 円

【子育て支援室　内線 203】
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　新中央橋への切り替え工事に伴い、現在の中央橋が通行止めになります。
　( 歩行者・自転車は通行可能です。)
　規制開始は 11 月 10 日（月）午前 10 時からです。区間は、中央橋西交差点から木島工業団
地入口交差点までの国道４０３号です。( 中央橋東から木島工業団地入口交差点の間、沿道者
様の通行は可能です。)　ご面倒ですが、綱切橋・大関橋へ迂回をお願いいたします。
　現在通行止めの福寿町付近の県道は 12 月上旬から通行可能予定です。
　長野県北信建設事務所　整備課整備第二係　☎ 0269‐23‐0795

【農村整備室　内線１４１】

○
11
月
７
日
（
金
）　

　

西
町
・
中
町
・
高
石

○
11
月
10
日
（
月
）　

　

糠
千
・
柳
久
保
・
山
口
・
部
谷
沢
・

　

池
の
平

○
11
月
14
日
（
金
）

　

栄
町
・
小
見
・
和
栗
・
稲
荷
・
中
村

　

南
鴨

○
11
月
17
日
（
月
）　

　

北
鴨
・
西
小
路

○
11
月
19
日
（
水
）

　

市
之
割
・
原
大
沢
・
千
石
・
上
千
石

○
11
月
21
日
（
金
）

　

内
山
・
平
沢

○
11
月
26
日
（
水
）

　

大
町
・
中
島
・
庚

○
11
月
28
日
（
金
）

　

糠
千
・
柳
久
保
・
山
口
・
部
谷
沢
・

　

池
の
平

＊
地
区
指
定
場
所
に
午
前
９
時
30
分
ま
で

に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
池
の
平
の
人
は
ご
利
用
さ
れ
る
際
に
お

手
数
で
す
が
馬
曲
温
泉
（
82
）
４
０
２
８

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

馬
曲
温
泉
い
こ
い
の
家

利
用
事
業

【
健
康
福
祉
室　

内
線
１
２
５
】

11
月
の
運
行
予
定

中央橋架け替え工事に伴う現中央橋周辺通行止めについて

新しい中央橋は 12 月 14 日 ( 日 ) に開通します！
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第 51 回けやき祭

９月 26 日、27 日の２日間にわたり中学校で第 51 回
けやき祭が〝心花″をスローガンに全校生徒 133 人で
行われました。

開祭式では、全校を盛り上げる軽快なトークから始
まり、けやき祭について意気込みを語る場面もみられ
全校一丸となって取り組みました。

今年も昨年からはじまった「全校演舞」が行われ、
練習の成果を発揮していました。

みなさんのまわりにある身近な情報をお
寄せください。　政策情報室／内線 112

ためして実践！健康セミナー盛大に開催

「試して実践！健康セミナー」５周年記念講演会と
して、講師にボディメイクトレーナーの樫

か し き ひ ろ み

木裕実さん
を講師にお迎えし、一緒になって身体を動かしました。

定員の 200 人を超す申し込みがあり、県外からの参
加者もいるほど好評でした。

参加者は終始笑顔で、健康セミナーを楽しんでいま
した。最後は樫木さんとハイタッチや抱き合う場面も
みられました。

秋の例祭各地で開催

９月６日から 22 日までの間、村内各地で獅子舞が
行われました。各祭典団の熱のこもった神楽の奉納に
地区住民以外にも多くの観客が年に一度の例祭を楽し
んでいました。

（写真は大町の神楽）

９
月
の
給
食
用
食
材
の

放
射
性
物
質
検
査
の
測
定

値
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
子
育
て
支
援
室　

内
線
２
０
３
】

測定施設 測定日 測定試料 産地
試料
重量
(g）

Cs-134
+Cs-137
(Bq/kg)

Cs-137
(Bq/kg)

Cs-134
(Bq/kg)

保育園 ９/16 ごぼう 群馬県 606 不検出
（＜ 21.8）

不検出
（＜ 10.0）

不検出
（＜ 11.8）

給食センター 10/ ７ 白菜 長野県 606 不検出
（＜ 21.6）

不検出
（＜９.8）

不検出
（＜ 11.8）

給食センター 10/ ７ きゅうり 長野県 599 不検出
（＜ 22.0）

不検出
（＜ 10.0）

不検出
（＜ 12.0）

※「不検出」とは上記「判定条件」未満のことです。

放
射
性
物
質
検
査
測
定
値

給
食
用
食
材
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健康福祉室
内線１２４

　

私
た
ち
の
体
は

　
　
　

食
べ
て
い
る
も
の
で
で
き
て
い
る

シ
リ
ー
ズ

～　

脂
質
の
話　

②　

～

管理栄養士
清水 郁恵

８
月
27
日
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
西
日
本
は

北
陸
新
幹
線
長
野
―
金
沢
間
の
開
業
を
３

月
14
日
に
す
る
と
発
表
。

開
業
日
の
決
定
を
祝
っ
て
市
役
所
庁
舎

に
は
横
断
幕
と
懸
垂
幕
が
、
新
幹
線
駅
に

は
横
断
幕
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

役
所
玄
関
、
公
民
館
、
Ｊ
Ｒ
飯
山
駅
観

光
案
内
処
に
設
置
さ
れ
た
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ

ン
ボ
ー
ド
も
「
○
○
○
日
」
に
変
更
さ
れ

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
が
始
ま
り
ま
し
た
。
皆

さ
ん
も
毎
日
減
っ
て
い
く
日
数
に
ご
注
目

く
だ
さ
い
。

飯
山
駅
に
は
上
下
12
本
ず
つ
が
停
車
す

る
予
定

北
陸
新
幹
線
の
開
業
日
発
表
と
併
せ
て

飯
山
駅
の
停
車
列
車
本
数
が
12
本
を
予
定

し
て
い
る
こ
と
も
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
東

京
―
金
沢
間
の
列
車
11
本
、
長
野
―
金
沢

間
の
列
車
１
本
が
そ
れ
ぞ
れ
上
下
線
で
飯

山
駅
に
停
車
す
る
予
定
で
す
。

魅力ある北信州の玄関口

新幹線飯山駅情報

第 25 回

北
陸
新
幹
線
飯
山
駅
3
月
14
日
開
業

中
性
脂
肪
・
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
（
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
下
げ
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う

中性脂肪・悪玉コレステロール（ＬＤＬコレステロール）は、食品の食
べ過ぎによって過剰に作られ、体の中に蓄積されてしまいます。

中性脂肪・悪玉コレステロールが増える原因は？

欧 米 型 の 食 事 に 注 意！

悪玉コレステロール

悪玉コレステロール

中性脂肪・悪玉コレステロールを正常値にしましょう

自分の食べているものの量と質を知る
たくさん食べた日の食事を記録してみるといいいでしょう。

毎朝、体重を計る
若いころに比べて 10 ｋｇ以上太った人は要注意！
自分の適性体重を知りましょう。

野菜から食べる習慣をつける
野菜から食べることで食物繊維が脂肪の吸収を抑えます。

薄味に慣れる
味の濃い物は、食べ過ぎ・飲み過ぎに繋がります。
高血圧予防にも薄味でおいしく食べましょう。

▲
▲

▲
▲
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８
月
27
日
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
西
日
本
は

北
陸
新
幹
線
長
野
―
金
沢
間
の
開
業
を
３

月
14
日
に
す
る
と
発
表
。

開
業
日
の
決
定
を
祝
っ
て
市
役
所
庁
舎

に
は
横
断
幕
と
懸
垂
幕
が
、
新
幹
線
駅
に

は
横
断
幕
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

役
所
玄
関
、
公
民
館
、
Ｊ
Ｒ
飯
山
駅
観

光
案
内
処
に
設
置
さ
れ
た
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ

ン
ボ
ー
ド
も
「
○
○
○
日
」
に
変
更
さ
れ

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
が
始
ま
り
ま
し
た
。
皆

さ
ん
も
毎
日
減
っ
て
い
く
日
数
に
ご
注
目

く
だ
さ
い
。

飯
山
駅
に
は
上
下
12
本
ず
つ
が
停
車
す

る
予
定

北
陸
新
幹
線
の
開
業
日
発
表
と
併
せ
て

飯
山
駅
の
停
車
列
車
本
数
が
12
本
を
予
定

し
て
い
る
こ
と
も
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
東

京
―
金
沢
間
の
列
車
11
本
、
長
野
―
金
沢

間
の
列
車
１
本
が
そ
れ
ぞ
れ
上
下
線
で
飯

山
駅
に
停
車
す
る
予
定
で
す
。

【
飯
山
市 

新
幹
線
駅
周
辺
整
備
課
】

木島平小学校
６年１組③No.176

動
物
の
殺
処
分
を
「
ゼ
ロ
」

に
す
る
こ
と

年
々
殺
処
分
が
減
っ
て
き
て
い
る

が
、
そ
れ
で
も
未
だ
に
「
ゼ
ロ
」
に

な
ら
な
い
。

命
を
大
切

に
し
た
い
。

西に
し
ざ
わ沢　

華か

な菜

（
南
鴨
）

看
護
師
に
な
る

怪
我
や
病
気
の
人
を
助
け
て
あ
げ

た
い
。

西に
し
ざ
わ沢　

く
ら
ら

（
北
鴨
）

声
優

演
じ
て
い
る
人
の
気
持
ち
に
な
っ

て
、
言
葉
を
一
つ
ひ
と
つ
大
切
に
し

て
い
き
た
い
で
す
。
み
ん
な
に
認
め

ら
れ
る
声

優
に
な
り

た
い
。

藤ふ
じ
は
ら原　

永と

わ羽

（
中
村
）

保
険
会
社
の
社
員

い
ろ
い
ろ
な
人
に
契
約
を
結
ん
で

も
ら
っ
て
、
も
し
怪
我
を
し
た
ら
人
の

た
め
に
な
る
よ
う
な
仕
事
を
し
た
い
。

村む
ら
ま
つ松　

賢け
ん

（
平
沢
）

図
工
の
先
生

一
年
生
か
ら
四
年
生
ま
で
図
工
を

教
え
て
く
れ
た
鈴
木
先
生
の
よ
う
な

面
白
く
て
優
し
く
思
い
や
り
の
あ
る

図
工
の
先

生
に
な
り

た
い
か
ら
。

室む
ろ
が賀　

美み
さ
と里

（
小
見
）

人
を
笑
顔
に
で
き
る
仕
事

友
達
や
家
族
の
心
か
ら
楽
し
ん
で

い
る
笑
顔
を
み
る
と
嬉
し
い
気
持
ち

に
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
笑
顔
が
広
が

る
仕
事
が

し
た
い
。

山や
ま
ざ
き﨑　

愛あ
い
り里

（
小
見
）

語
学
を
い
か
せ
る
仕
事

通
訳
や
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト

な
ど
国
と
国
を
繋
げ
る
仕
事
に
就
き

た
い
。
そ
の
た
め
に
英
語
と
中
国
語

の
勉
強

を
頑
張

り
た
い
。

芳よ
し
の野　

夏な
つ
み実

（
庚
）

サ
ッ
カ
ー
選
手

Ｊ
リ
ー
グ
の
選
手
に
な
っ
て
、
活

躍
し
た
い
。

芳よ
し
か
わ川　

琉る

い惟

（
南
鴨
）

ス
ポ
ー
ツ
関
係
の
仕
事

身
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
で
、

将
来
も
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
に
係
わ
る

こ
と
を
や
り
た
い
。

湯ゆ
も
と本　

美み

お桜

（
大
町
）
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今
回
は
、
現
地
で
い
ろ
い
ろ
な
ア

イ
デ
ア
を
出
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、

カ
ヤ
の
平
高
原
ロ
ッ
ヂ
で
開
催
し
ま

し
た
。
一
泊
二
日
の
日
程
で
開
き
、

奥
島
塾
長
を
は
じ
め
、
岡
崎
昌
之
法

政
大
学
教
授
、
椎
川
忍
地
域
活
性
化

セ
ン
タ
ー
理
事
長
、
進
士
五
十
八
東

京
農
業
大
学
名
誉
教
授
、
宮
口
侗
廸

早
稲
田
大
学
教
授
、
村
杉
弘
信
州
大

学
名
誉
教
授
、
安
田
喜
憲
立
命
館
大

学
環
太
平
洋
文
明
研
究
セ
ン
タ
ー
長

の
７
人
の
顧
問
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

芳
川
村
長
は
「
農
村
文
明
塾
は
い

ろ
い
ろ
な
形
で
進
ん
で
き
た
。
４
大

学
（
金
沢
、
國
學
院
、
早
稲
田
、
東

京
農
業
）
と
連
携
協
定
（
教
育
・
研
究
、

集
落
づ
く
り
等
）
も
結
び
、
来
年
３

月
の
北
陸
新
幹
線
飯
山
駅
開
業
に
合

わ
せ
６
次
産
業
の
拠
点
施
設
も
工
事

が
始
ま
っ
た
。
全
国
村
長
サ
ミ
ッ
ト

は
、
今
年
が
熊
本
県
相
良
村
、
来
年

は
福
島
県
天
栄
村
で
開
く
。
日
本
中

を
巡
り
な
が
ら
村
長
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
作
り
、
村
の
存
在
を
全
国
へ
ア
ピ
ー

ル
し
て
行
き
た
い
。
小
さ
な
村
を
残

す
共
通
の
課
題
と
し
て
、
世
界
サ
ミ
ッ

ト
も
開
き
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

各
顧
問
は
、
カ
ヤ
の
平
高
原
で
ブ

ナ
の
森
を
散
策
さ
れ
、
村
が
リ
ゾ
ー

ト
開
発
計
画
か
ら
守
っ
た
自
然
林
の

美
し
さ
に
、
感
嘆
の
声
を
上
げ
て
い

ま
し
た
。

会
議
で
は
「
資
源
は
ど
こ
に
で
も

あ
る
。
そ
れ
を
活
か
す
の
は
地
域
の

知
恵
」
だ
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
役

場
機
能
も
こ
れ
ま
で
と
は
全
く
違
っ

た
組
織
「
役
場
は
株
式
会
社
、
職
員

は
社
員
」
と
考
え
る
こ
と
も
必
要
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

助
言
、
提
言
と
し
て
▼
ブ
ナ
林
散

策
路
に
短
時
間
で
巡
れ
る
シ
ョ
ー
ト

カ
ッ
ト
コ
ー
ス
の
設
置
▼
企
業
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
を
農
村
文
明
塾
の
収
益

源
と
し
て
社
員
教
育
に
活
用
▼
総
務

省
は
頑
張
る
地
域
を
応
援
す
る
と
い

う
が
、
国
の
競
争
的
資
金
の
導
入
で

は
な
く
自
前
の
や
り
方
で
▼
観
光
の

礎
は
歴
史
と
文
化
的
景
観
の
維
持
▼

八
方
美
人
の
観
光
地
か
ら
、
こ
こ
が

い
い
と
思
っ
て
く
れ
る
人
が
来
る
観

光
地
づ
く
り
▼
村
の
文
化
財
「
か
ら

す
踊
り
」
を
村
の
百
自
慢
に
掲
載
し

村
外
発
信
▼
ブ
ナ
林
内
に
乳
牛
を
放

牧
し
安
全
、
安
心
な
牛
乳
生
産
、
な

ど
今
後
の
農
村
文
明
創
生
活
動
へ
有

意
義
な
助
言
、提
言
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

農
村
の
継
続　

答
え
は
現
場

農
村
文
明
創
生
へ
有
意
義
な
提
言

 

～
有
識
者
顧
問
会
議
に
著
名
な
７
人
の
顧
問
～

　

第
六
回
農
村
文
明
塾
有
識
者
顧
問
会
議
が
９
月
２
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

奥
島
孝
康
塾
長
（
早
稲
田
大
学
第
14
代
総
長
）
は
、「
農
村
の
良
い
と
こ

ろ
を
残
し
て
い
く
答
え
は
、
現
場
に
あ
る
。
木
島
平
村
は
、
現
場
を
大
事
に

し
な
が
ら
農
村
文
明
を
粛

し
ゅ
く
し
ゅ
く々と
進
め
て
い
る
。
こ
の
動
き
を
全
国
へ
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
、
今
後
の
活
動
に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

①
②③

④

①
有
識
者
顧
問
会
議　

②
芳
川
村
長
を
は
さ
み
左
が
安
田
顧
問
、
右
は
奥
島
塾
長

③
右
か
ら
進
士
、
村
杉
、
宮
口
、
岡
崎
顧
問

④
ブ
ナ
の
森
を
散
策
す
る
右
か
ら
安
田
、
進
士
、
岡
崎
の
３
顧
問
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「農村文明」の創生に向けて 52

　

現
在
は
従
来
の
「
観
光
」
か
ら
、
緑

豊
か
な
農
村
地
域
で
自
然
、
文
化
、
人
々

と
の
交
流
を
楽
し
む
、
ゆ
と
り
あ
る
農

村
「
歓
交
」
に
軸
足
が
移
っ
て
き
て
い

ま
す
。
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム（
Ｇ
Ｔ
）

は
、
地
域
の
一
実
践
者
だ
け
が
利
益
を

独
占
す
る
の
で
は
な
く
、
宿
泊
、
飲
食

を
分
け
合
う
地
域
内
連
携
と
、
手
の
足

り
な
い
と
き
は
宿
泊
者
と
一
緒
に
調
理

す
る
な
ど
「
協
働
型
発
展
」
も
方
法
の

一
つ
だ
と
話
し
ま
し
た
。
観
光
の
一

い
ち
げ
ん
き
ゃ
く

見
客

（
不
特
定
多
数
）
か
ら
、 
Ｇ
Ｔ
は
常
連
客

（
特
定
少
数
）
に
対
応
し
ま
す
。
風
評

に
弱
い
大
衆
観
光
と
は
違
っ
た
、
濃
い

人
間
関
係
の
中
で
生
ま
れ
る
倫
理
的
交

流
に
発
展
さ
せ
れ
ば
、
少
数
で
も
農
産

物
な
ど
地
元
生
産
物
の
安
定
的
な
購
入

者
と
し
て
、
永
続
す
る
関
係
が
築
け
る

と
話
し
ま
し
た
。
今
後
の
Ｇ
Ｔ
は
、
農

村
で
人
と
の
交
流
を
楽
し
む
滞
在
型
に

移
行
し
、
長
野
県
は
東
京
と
名
古
屋
の

中
間
に
位
置
す
る
立
地
を
活
か
し
、
大

衆
観
光
か
ら
長
寿
、
豊
か
な
食
材
な
ど

強
み
を
発
揮
し
た
心
の
交
流
を
目
指
す

べ
き
だ
と
ま
と
め
ま
し
た
。

　

川
渕
さ
ん
は
、
ワ
ン
ラ
イ
フ
ジ
ャ
パ

ン
で
、
主
に
外
国
人
を
対
象
に
し
た
自

転
車
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
旅
行
を
提
案
。

　

わ
ら
し
べ
キ
ッ
チ
ン
は
、
地
域
の
頑

張
る
農
家
支
援
と
若
者
定
住
の
拠
点
活

動
と
し
て
、
地
元
農
産
物
の
加
工
販
売

な
ど
を
手
掛
け
て
い
ま
す
。

　

栄
村
へ
は
、「
都
会
の
稼
い
で
買
う
暮

ら
し
」
か
ら
「
生
き
て
い
る
実
感
。
本

物
の
何
か
が
あ
る
」
ツ
ー
リ
ズ
ム
も
、

全
て
が
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
。
顧
客
満
足

度
が
高
い
と
再
来
率
も
高
く
な
り
、
宣

伝
は
し
な
く
て
も
口
コ
ミ
で
拡
大
す
る

と
話
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
わ
ら
し
べ

キ
ッ
チ
ン
の
地
域
へ
の
拡
大
、
若
者
の

農
村
暮
ら
し
を
応
援
す
る
組
織
づ
く

り
、
１
０
０
年
先
ま
で
続
く
風
土
に
根

差
し
た
ス
タ
イ
ル
の
デ
ザ
イ
ン
を
行
い

た
い
と
話
し
ま
し
た
。

　

　

春
日
さ
ん
は
旧
高
柳
町
で
、
古
い
農

村
風
景
を
残
す
「
荻
ノ
島
集
落
」
の
保

存
再
生
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
少

子
高
齢
化
が
進
ん
だ
荻
ノ
島
で
は
、
茅

葺
民
家
の
維
持
、
保
存
、
継
承
が
課
題

で
し
た
。

　

Ｉ
タ
ー
ン
留
学
で
一
人
を
受
け
入
れ
、

こ
れ
が
地
域
の
お
年
寄
り
の
意
識
を
変

え
、
手
入
れ
の
行
き
届
か
な
か
っ
た
草

刈
り
な
ど
、
集
落
周
辺
が
き
れ
い
に
な

る
実
績
も
挙
げ
ま
し
た
。
将
来
は
、
外

部
か
ら
山
料
理
の
専
門
家
を
招
き
「
古

民
家
を
使
っ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
こ
こ

で
し
か
食
べ
ら
れ
な
い
も
の
を
出
し
、

東
京
の
人
た
ち
の
目
を
白
黒
さ
せ
た

い
」
と
構
想
を
話
し
ま
し
た
。

　

質
疑
応
答
で
、
青
木
先
生
は
「
風
土

は
、
地
の
人
が
ど
う
変
わ
る
か
、
外
か

ら
ど
ん
な
風
を
吹
き
込
む
か
。
東
京
を

価
値
基
準
に
し
な
い
意
識
改
革
が
大
切
」

と
話
し
、川
渕
さ
ん
と
春
日
さ
ん
は
「
愛

郷
心
は
そ
こ
に
関
わ
る
回
数
と
深
さ
で

決
ま
る
。
親
の
姿
も
大
事
」
と
述
べ
、

農
村
に
も
っ
と
自
信
と
誇
り
を
持
っ
て

ほ
し
い
と
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

青木辰司 先生
東洋大学図書館長

社会学部教授

時代は農村創生へ　「農村文明」活かすチャンス
～転換期のグリーン・ツーリズム中間支援組織の連携強化で～
東洋大学青木先生が講義　実践活動・川渕、春日さんが報告

　平成 26 年度農村文明塾「農村学講座」は６日、農村交流館を会場に開きました。「地域の資産、小さな輝き
を活かしたツーリズムを学ぶ」をテーマに、「少子高齢化の時代に『暮らしと生業』に自信と誇りを持つ観光を
考える」と題し講義と実践報告で行いました。
　講義は、東洋大学図書館長で社会学部教授の青木辰司先生が「農村の活性化とツーリズム～観光との棲み分
けを！」を演題に話しました。実践報告は、栄村にＩターンし、ワンライフジャパン・わらしべキッチン代表
で野菜ソムリエの川渕友絵さんと、新潟県柏崎市の旧高柳町元職員で荻ノ島ふるさと村組合長を務め観光カリ
スマでもある春日俊雄さんが、これまでの取り組みと将来展望を述べました。

春日 さん
荻野島ふるさと村組合長

Ｇ
Ｔ
は
観
光
か
ら
歓
交
へ

川渕 さん
ワンライフジャパン：
わらしべキッチン代表

高
顧
客
満
足
度
は
高
再
来
率

Ｉ
タ
ー
ン
受
け
入
れ
で

　
　
　
　
　

住
民
の
意
識
変
革
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《
飯
山
署
管
内
は
被
害
ゼ
ロ
継
続
中
》

　

９
月
末
現
在
の
県
内
特
殊
詐
欺
発
生

状
況
は
、

　

件　

数　

１
３
４
件

　

被
害
額　

約
７
億
６
２
０
０
万
円

と
い
ま
だ
止
ま
ら
ず
増
え
続
け
て
い
ま

す
。

　

飯
山
警
察
署
管
内
の
市
町
村
（
飯
山

市
、
木
島
平
村
、
野
沢
温
泉
村
、
栄
村
）

は
特
殊
詐
欺
の
被
害
が
０
件
を
継
続
し

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
前
兆
事
案
の
発
生
は
あ
る

の
で
、
引
き
続
き
被
害
に
遭
わ
な
い
た

め
に
警
戒
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
た
め
の
電
話
対
策
は
次
の
と
お

り
で
す
。

◇
留
守
番
電
話
設
定

　

相
手
を
確
認
し
て
か
ら
出
る
こ
と
が

　

出
来
ま
す
。

◇
ナ
ン
バ
ー
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

　

相
手
番
号
が
確
認
で
き
ま
す
。

◇
非
通
知
拒
否
設
定

　
犯
人
は
番
号
非
通
知
で
か
け
て
き
ま
す
。

◇
特
殊
詐
欺
対
策
用
機
器

　

電
気
商
業
組
合
飯
山
支
部
に
加
盟
す

る
地
元
の
電
気
店
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

交
番
・
駐
在
所
の
警
察
官
は
地
域
の

安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
、

◇
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動

 

・
犯
罪
予
防
、
検
挙

 

・
危
険
箇
所
の
把
握

◇
巡
回
連
絡

 

・
事
件
、
事
故
の
発
生
状
況
や
被
害
防

　

止
対
策
な
ど
の
情
報
提
供

 

・
意
見
、
要
望
の
聴
取

◇
事
件
事
故
の
捜
査

 

・
犯
人
逮
捕
、
被
害
者
の
救
護

 

・
犯
人
逃
走
時
の
手
配
や
聞
き
込
み
捜
査

 

・
目
撃
者
の
確
保
、
証
拠
品
の
押
収
、

　

現
場
検
証

そ
の
他
落
し
物
や
拾
い
物
、
地
理
案
内

や
行
方
不
明
者
の
保
護
等
様
々
な
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

　

駐
在
所
に
来
ら
れ
て
不
在
の
場
合
、

入
り
口
に
設
置
し
て
あ
る「
緊
急
電
話
」

を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

受
話
器
を
上
げ
る
だ
け
で
飯
山
警
察

署
の
職
員
と
話
す
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
緊
急
時
は
遠
慮
な
く
お
使
い
く
だ
さ
い
。

駐 在 所
だ よ り

電話（82）4137

木島平村駐在所

飯山市
ありがとう飯山駅

現飯山駅の最終営業日 11 月 8 日（土）
　大正 10 年 10 月の飯山線開通以来、
長い間多くの皆さまが利用し親しま
れてきた飯山駅も北陸新幹線 ( 長野経
由 ) 飯山駅の開業に伴い、11 月 9 日
新たな駅舎へと移ります。
　現飯山駅の最終営業日となる 11 月
8 日（土）、思い出がたくさん詰まっ
た飯山駅の最後を飾るイベントを開
催します。イベントでは駅ホームにある鐘楼の鐘つきや歴史を振り返る
展示等も行い、記念入場券も配布する予定です。今まで地域の発展を見
つめてきた現飯山駅へのお別れとなる記念のイベントに多くの皆さまの
ご参加をお待ちしております。
また 11 月 9 日には新たな飯山線飯山駅の開業を祝うイベントを開催す
る予定です。新たな時代の幕開けを一緒に祝いましょう。

野沢温泉村

収穫の秋は栄村のおいしい味覚を堪能し
ませんか。

栄村では、収穫祭を開催いたします。今
年もＪＡの農協祭と合同開催、新米にキノ
コなどおいしいものをたくさん用意してお
待ちしています。また、太鼓演奏や大道芸、
ものまねショーなどのイベントも予定して
いますので、ぜひご来場ください。

◇日　時　10 月 26 日（日）
　　　　　午前８時３０分～
◇会　場　栄村村民広場（栄村役場）
◇内　容　
　新米やきのこの販売・試食、餅つき、　
太鼓演奏、ものまねショーなど
◇問合せ先　
栄村役場産業建設課　☎ 0269‐87‐3111

栄　村

いよいよウィンターシーズンが到来します。
今シーズンもぜひ野沢温泉スキー場へお出かけください。
◇初滑りサービス期間／ 11 月 29 日～ 12 月 19 日
１日券特別サービス　おとな 3,400 円　こども 1,700 円　シニア 2,600 円
◇オープニングフェスティバル／ 12 月 20 日
◇スキー子供の日／ 12 月 21 日、1 月 18 日、2 月 15 日、3 月 15 日
　第 3 日曜日は、子供（中学生以下）1 日券無料
◇大晦日ナイター＆カウントダウン花火／ 12 月 31 日
◇スキーの日特別記念日／ 1 月 12 日
◇冬の灯明夜祭り／ 3 月 7 日
◇はと車カップ（GSL 大会・ﾃﾞｨｱｳﾞｧｲｾﾗｳｼｭ大会）／ 3 月 15 日
◇ナスキー杯大雪上運動会／ 3 月 21 日
◇春山まつり／ 3 月 30 日
　問い合わせ　野沢温泉スキー場　☎ 0269-85-3166http://nozawaski.com

　　～野沢温泉物語～

栄村収穫祭へお越しください！

また来たくなる時
と き

間

特
殊
詐
欺
被
害
７
億
を
超
え
る

実りの秋は栄村へ！

毎年、大晦日から元旦にかけて行われた
七福の鐘つき



《
飯
山
署
管
内
は
被
害
ゼ
ロ
継
続
中
》

　

９
月
末
現
在
の
県
内
特
殊
詐
欺
発
生

状
況
は
、

　

件　

数　

１
３
４
件

　

被
害
額　

約
７
億
６
２
０
０
万
円

と
い
ま
だ
止
ま
ら
ず
増
え
続
け
て
い
ま

す
。

　

飯
山
警
察
署
管
内
の
市
町
村
（
飯
山

市
、
木
島
平
村
、
野
沢
温
泉
村
、
栄
村
）

は
特
殊
詐
欺
の
被
害
が
０
件
を
継
続
し

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
前
兆
事
案
の
発
生
は
あ
る

の
で
、
引
き
続
き
被
害
に
遭
わ
な
い
た

め
に
警
戒
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
た
め
の
電
話
対
策
は
次
の
と
お

り
で
す
。

◇
留
守
番
電
話
設
定

　

相
手
を
確
認
し
て
か
ら
出
る
こ
と
が

　

出
来
ま
す
。

◇
ナ
ン
バ
ー
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

　

相
手
番
号
が
確
認
で
き
ま
す
。

◇
非
通
知
拒
否
設
定

　
犯
人
は
番
号
非
通
知
で
か
け
て
き
ま
す
。

◇
特
殊
詐
欺
対
策
用
機
器

　

電
気
商
業
組
合
飯
山
支
部
に
加
盟
す

る
地
元
の
電
気
店
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

交
番
・
駐
在
所
の
警
察
官
は
地
域
の

安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
、

◇
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動

 

・
犯
罪
予
防
、
検
挙

 

・
危
険
箇
所
の
把
握

◇
巡
回
連
絡

 

・
事
件
、
事
故
の
発
生
状
況
や
被
害
防

　

止
対
策
な
ど
の
情
報
提
供

 

・
意
見
、
要
望
の
聴
取

◇
事
件
事
故
の
捜
査

 

・
犯
人
逮
捕
、
被
害
者
の
救
護

 

・
犯
人
逃
走
時
の
手
配
や
聞
き
込
み
捜
査

 

・
目
撃
者
の
確
保
、
証
拠
品
の
押
収
、

　

現
場
検
証

そ
の
他
落
し
物
や
拾
い
物
、
地
理
案
内

や
行
方
不
明
者
の
保
護
等
様
々
な
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

　

駐
在
所
に
来
ら
れ
て
不
在
の
場
合
、

入
り
口
に
設
置
し
て
あ
る「
緊
急
電
話
」

を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

受
話
器
を
上
げ
る
だ
け
で
飯
山
警
察

署
の
職
員
と
話
す
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
緊
急
時
は
遠
慮
な
く
お
使
い
く
だ
さ
い
。

23

2014. 10

　長沢俊輔巡査長 　鷲尾康明巡査部長

情報をお寄せください

木島平村駐在所

姉
妹
都
市
通
信

調　

布

姉
妹
都
市
通
信

姉
妹
都
市
25
周
年

交
番・駐
在
所
の
活
動

新
鮮
屋
店
長
の
宮
崎
で
す
。

９
月
に
入
り
そ
れ
以
前
の
暑
さ
が

嘘
の
よ
う
に
気
温
が
低
く
な
り
、
秋

が
色
濃
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
秋
の
味
覚
を
先
取
る
よ
う

に
、
９
月
10
日
、
調
布
駅
前
で
ミ
ニ

ト
ラ
ッ
ク
セ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

ト
マ
ト
や
ナ
ス
、
き
ゅ
う
り
な
ど
の

野
菜
だ
け
で
な
く
、
り
ん
ご
や
ぶ
ど

う
、
桃
な
ど
の
果
物
も
取
り
扱
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
当
日
は
木
島
平

村
の
野
菜
や
果
物
を
求
め
、
開
店
前

か
ら
お
客
様
が
行
列
を
作
っ
て
い
ま

し
た
。開
店
後
も
賑
わ
い
が
絶
え
ず
、

大
変
多
く
の
お
客
様
に
お
越
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。

９
月
の
21
、
22
日
に
は
調
布
・
木

島
平
交
流
ク
ラ
ブ
主
催
の
稲
刈
り
体

験
ツ
ア
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
５
月

に
行
っ
た
田
植
え
ツ
ア
ー
か
ら
４
か

月
、
植
え
た
苗
は
黄
金
色
の
立
派
な

稲
と
な
り
、
重
く
な
っ
た
頭
を
垂
れ

て
い
ま
し
た
。
恵
ま
れ
た
秋
晴
れ
の

空
の
下
、
作
業
を
分
担
し
な
が
ら
稲

を
収
穫
し
て
い
き
ま
し
た
。
汗
び
っ

し
ょ
り
に
な
り
な
が
ら
も「
楽
し
か
っ

た
」
と
い
う
声
が
多
く
の
参
加
者
か

ら
聞
か
れ
ま
し
た
。

２
日
目
は
や
ま
び
こ
の
丘
公
園
の

ダ
リ
ア
園
を
見
学
し
ま
し
た
。
一
面

に
咲
き
誇
る
満
開
の
ダ
リ
ア
に
、
皆

さ
ん
感
嘆
の
声
を
漏
ら
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
２
日
間
で
し
た
が
、
参
加
者

の
方
た
ち
は
、
木
島
平
村
の
自
然
を

そ
の
体
に
感
じ
満
喫
さ
れ
た
よ
う
で

し
た
。

53

店
長
の
つ
ぶ
や
き

　

店
長
の
つ
ぶ
や
き

　

一
気
に
肌
寒
く
な
っ
て
き
た
こ

の
ご
ろ
。
体
調
に
は
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

【
情
報
提
供
：
調
布
市
文
化
振
興
課
】



　

相
続
税
や
贈
与
税
に
関
す
る

疑
問
や
不
安
に
つ
い
て
司
法
書

士
・
税
理
士
に
よ
る
相
談
会
を

開
催
い
た
し
ま
す
。

◇
日
時　

11
月
22
日
（
土
）

　

午
前
10
時
15
分
～
午
後
3
時

◇
会
場　

も
ん
ぜ
ん
ぷ
ら
座

　

８
階
８
０
２
号
会
議
室

◇
相
談
料　

無
料

◇
予
約　

不
要
（
先
着
順
）　

◇
相
談
内
容

　

土
地
・
贈
与
税
・
遺
産
分
割

　

遺
言
・
相
続
登
記

◇
問
い
合
わ
せ

　

長
野
県
司
法
書
士
会

☎
０
２
６
‐
２
３
２
‐
７
４
９
２

　

関
東
信
越
税
理
士
会
長
野
支
部

☎
０
２
６
‐
２
２
８
‐
６
４
４
３

　

総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
祭
を
開
催
し
ま
す
。

◇
日
時　

11
月
１
日
（
土
）

　

午
前
11
時
～
午
後
3
時
30
分

◇
場
所

　

長
野
県
立
総
合
リ
ハ
ビ
リ　

　

テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

　

長
野
県
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

サ
ン
ア
ッ
プ
ル

　

長
野
市
下
駒
沢
６
１
８
‐
１

◇
内
容

 

・
樋
口 

政
幸
さ
ん
講
演
会

　
　
（
車
い
す
陸
上
競
技
選
手
）

 

・
東
北
中
学
校
器
楽
部
演
奏

　

古
里
小
学
校
合
唱

 

・
ス
ポ
ー
ツ
用
車
い
す
展
示
等

 

・
体
験
コ
ー
ナ
ー

 

・
催
し
物
コ
ー
ナ
ー

 

・
パ
ン
、
ク
ッ
キ
ー
等
障
が
い

　

 

者
支
援
施
設
の
出
展

◇
主
催

　

長
野
県
立
総
合
リ
ハ
ビ
リ　

　

テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

◇
問
い
合
わ
せ

☎
０
２
６
‐
２
９
６
‐
３
９
５
３

　

長
野
県
長
野
技
術
専
門
校
で

は
、
平
成
27
年
度
入
校
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

◇
訓
練
期
間　

１
年
間
（
平
成
27

　

年
４
月
入
校
、
平
成
28
年
３

　

月
修
了
）

◇
募
集
科

　

機
械
加
工
科
・
電
気
工
事
科

　

画
像
処
理
印
刷
科
・
木
造
建

　

築
科

◇
応
募
資
格　

高
等
学
校
卒
業

　
（
ま
た
は
同
等
）
以
上
の
人

◇
必
要
経
費

 

・
受
験
料　

２
２
０
０
円

 

・
入
学
金　

５
６
５
０
円

 

・
授
業
料
（
年
額
）

　

11
万
８
，
８
０
０
円

 

他
、
教
材
費
、
作
業
服
代
、
資   

 

格
取
得
等
の
経
費
等
は
自
己　

 
 

負
担
で
年
間
十
数
万
程
度
。

◇
願
書
受
付
期
間

　

平
成
26
年
11
月
５
日
（
水
）　

　

～
11
月
19
日
（
水
）

◇
選
考
日

　

平
成
26
年
11
月
28
日
（
金
）

◇
そ
の
他
問
い
合
わ
せ

長
野
技
術
専
門
校

☎
０
２
６
‐
２
９
２
‐
２
３
４
１

ま
た
は
、
最
寄
の
公
共
職
業
安

定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
へ

24

Nature land 伝言板
　 役 場 の 代 表 電 話
　　　　　　（８２）３１１１

16 151718
水

19
木

20
金

21
土

22
日

23
月

248910111213141516
火

25
水

26
木

27
金

28
土日月

311234567
火土日月火水木水木

17
金 金土日月火

11月 10 月

村
税
等
口
座
振
替
日

広
報
配
布
日

土日月

村
長
初
登
庁　

８
時
30
分

教
育
委
員
会
定
例
会　

15
時
〜

民
生
児
童
委
員
協
議
会
定
例
会　

10
時
30
分
〜

調
布
っ
子
わ
ん
ぱ
く
体
験
i
n
木
島
平（
〜
８
月
４
日
）

消
防
団
大
観
閲
式（
野
沢
温
泉
村
）

心
配
ご
と
相
談　

９
時
〜

八
丈
町
小
学
生
雪
山
体
験（
〜
22
日
）

木
島
平
村
教
職
員
秋
季
総
会

29
水

U‐12
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
〜
８
日
）

ふ
う
太
河
童
の
川
普
請　

７
時
30
分
〜

　

14
時
　

15
分
〜

調
布
市
新
任
職
員
研
修（
〜
７
日
）

保
健
衛
生
自
治
連
合
会
定
期
総
会　

19
時
〜

憲
法
記
念
日

議
会
運
営
委
員
会　

14
時
〜

村
議
会
臨
時
会　

15
時
〜

農
業
委
員
会
総
会　

16
時
00
分
〜

消
防
団
出
初
式
・
定
期
表
彰
式　

10
時
〜

村
議
会
議
員
選
挙
投
票
日　

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
チ

消
防
団
合
同
水
防
訓
練　

13
時
30
分
〜

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会　

13
時
30
分
〜

分
館
長
・
体
育
部
長
会　

19
時
30
分
〜

た
め
し
て
実
践
!
健
康
セ
ミ
ナ
ー
開
校
式　

13
時
30
分
〜　

広
報
配
布
日

昭
和
の
日

望
岳
荘
夏
祭
り　

18
時
15
分
〜　

村議会議員選挙期日前投票日程
４月２０日（水）～２３日（土）
午前８時30分～午後８時

部
落
解
放
同
盟
木
島
平
支
部
定
期
大
会　

18
時
〜

金
婚
喜
寿
祝
賀
会　

10
時
〜

豊
作
祈
願
ま
つ
り　

10
時
〜

み
ど
り
の
日

こ
ど
も
の
日

心
配
ご
と
相
談 

９
時
〜

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
チ

春
の
粗
大
ご
み
回
収（
南
部
・
中
部
地
区
の
一
部
）

春
の
粗
大
ご
み
回
収（
北
部
・
中
部
地
区
の
一
部
）

（
〜
16
日・
予
定
）

議
会
定
例
会
開
会　

10
時
〜

村
民
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

高
校
野
球
木
島
平
ト
ー
ナ
メ
ン
ト　
（
〜
6
月
１
日
）

消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
伝
達
講
習
会 

８
時
30
分
〜　

消
防
訓
練 

13
時
30
分
〜

ふ
る
さ
と
応
援
団
木
島
平
会
総
会（
東
京
）

早
稲
田
大
学
報
告
会　

13
時
〜

早
稲
田
大
学
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ズ
ワ
ー
ク
シ
ッ
プ（
〜
11
日
）

議
会
一
般
質
問
２
日
目

カ
ヤ
の
平
開
山
祭 

・
牧
場
開
き

企
業
内
人
権
同
和
教
育
研
修　

16
時
〜

望
岳
荘
敬
老
祝
賀
式　

11
時
〜

ポ
ン
プ
操
法
・ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会　

13
時
30
分
〜

防
犯
協
会
総
会　

18
時
〜

戦
没
者
追
悼
式　

10
時
〜

ス
キ
ー
場
安
全
祈
願
祭　

11
時
〜

議
会
最
終
日　

15
時
〜　

た
め
し
て
実
践
!
健
康
セ
ミ
ナ
ー　

３
月
分
村
税
等
納
期
限

休
日
エ
コ
プ
ラ
ザ　

９
時
〜
12
時

セ
ッ
ト
健
診

大
塚
山
柱
松
子

米
寿
訪
問　

８
時
〜

終
戦
記
念
日

名
水
火
口
そ
ば
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
そ
ば
の
刈
り
取
り
＆
そ
ば
打
ち
体
験
」

広
島
平
和
記
念
日

長
崎
原
爆
の
日

村
ぐ
る
み
総
合
防
災
訓
練

内
山
柱
松
子

成
人
式　

13
時
30
分
〜

セ
ッ
ト
検
診

第
５
回
農
村
学
講
座　
（
〜
８
日
）

小
学
校
運
動
会　

８
時
30
分
〜　

高
社
山
一
周
駅
伝
大
会

村
民
運
動
会

体
育
の
日

敬
老
の
日

秋
分
の
日

保
育
園
運
動
会　

８
時
30
分
〜　

中
学
校
ケ
ヤ
キ
祭（
〜
28
日
）　

消
防
団
入
団
式　

14
時
〜

社
会
福
祉
大
会　

13
時
30
〜

金

文
化
の
日

小
学
校
音
楽
会

村
民
祭　

９
時
〜

農
林
祭

小
・
中
合
同
音
楽
会

勤
労
感
謝
の
日

社
会
人
権
同
和
教
育
研
修
講
座　

19
時
〜

消
防
団
最
終
部
長
会　

13
時
30
分
〜

差
別
を
な
く
す
村
民
大
会　

13
時
30
分
〜

保
育
園
卒
園
式　

10
時
〜

農
業
委
員
会
総
会　

16
時
〜

2014年 １

天
皇
誕
生
日

成
人
の
日

区
長
会　

15
時
〜

役
場
閉
庁（
〜
１
月
５
日
）

中
学
校
３
学
期
終
業
式

消
防
団
歳
末
夜
警（
〜
30
日
）

小
中
学
校
２
学
期
始
業
式

元
日

木
島
平
ジ
ュニ
ア
大
回
転
ス
キ
ー
大
会

介
護
相
談　

13
時
30
分
〜

せ
っ
こ
塾　

14
時
〜

建
国
記
念
の
日

分
館
長
・
分
館
主
事
会
議　

15
時
30
分
〜

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
チ

村
校
長
会　

８
時
45
分
〜

介
護
相
談　

13
時
30
分
〜
16
時　

小
学
校
入
学
式　

９
時
50
分
〜　

中
学
校
入
学
式　

13
時
30
分
〜　

小
学
校
卒
業
式　

９
時
10
分
〜

中
学
校
卒
業
式　

８
時
50
分
〜

春
分
の
日

保
育
園
入
園
式　

10
時
〜

交
通
安
全
協
会
木
島
平
支
部
総
会　

16
時
〜

木

30

昭
和
の
日

振
替
休
日

消
防
団
観
閲
式

北
信
州
交
流
倶
楽
部
春
の
体
験
ツ
ア
ー（
〜
27
日
迄
）

う
ん
め
ぇ
米
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

議
会
定
例
会
開
会　

10
時
〜
（
〜
14
日
予
定
）

全
日
本
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
選
手
権
大
会　
（
〜
10
日
）

内
山
地
区
づ
く
り
懇
談
会　

17
時
30
分
〜

糠
千
地
区
づ
く
り
懇
談
会　

18
時
〜

稲
荷
地
区
づ
く
り
懇
談
会　

19
時
〜

海
の
日

観
光
協
会
総
会　

15
時
〜

村
議
会
全
員
協
議
会
・
臨
時
会　

９
時
〜

工
学
院
大
学
イ
ン
タ
ー
シ
ッ
プ（
〜
10
日
）

終
戦
の
日

敬
老
の
日

金
婚
祝
賀
会　

10
時
〜

喜
寿
祝
賀
会　

13
時
30
分
〜　

早
稲
田
大
学
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ（
〜
22
日
）

北
信
州
交
流
倶
楽
部
稲
刈
ツ
ア
ー　
（
〜
23
日
）

名
水
火
口
そ
ば
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
そ
ば
花
ま
つ
り
」

村
内
６
団
体
親
善
球
技
大
会　

13
時
〜

い
〜
な
か
交
流
フ
ェ
ス
タ
i
ｎ
調
布

た
め
し
て
実
践
!
健
康
セ
ミ
ナ
ー「
講
演
会
」　

13
時
30
分
〜　

調
布
市
花
火
大
会（
〜
21
日
）

小
学
校
音
楽
会

第
５
回
農
村
学
講
座　
（
〜
９
日
）

農
業
委
員
会
建
議　

16
時
〜

小
学
校
１
学
期
終
業
式

大
晦
日

木
島
平
ジ
ュニ
ア
ジ
ャ
ン
プ
大
会（
〜
13
日
）

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
定
期
総
会　

14
時
〜

農
業
振
興
公
社
理
事
会　

９
時
30
分
〜

下
高
井
農
林
高
校
入
学
式　

振
替
休
日

北
信
州
森
林
組
合
総
代
会　

13
時
30
分
〜　

緑
化
苗
木
頒
布
会　

10
時
〜

人
権
週
間
街
頭
啓
発　

７
時
50
分
〜

小
学
校
運
動
会　

８
時
30
分
〜　

ポ
ン
プ
操
法
・ラ
ッ
パ
吹
奏
北
信
大
会

北
鴨
地
区
づ
く
り
懇
談
会　

19
時
30
分
〜

表示
※ウインドウ規定に変更
上段：Y＝46㎜（右上）
下段：Y＝127㎜（中下）

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
投
開
票
日　

人
権
リ
ー
ダ
ー
研
修
会　

決
算
審
査（
〜
８
月
２
日
迄
）

区
長
会
研
修
視
察（
〜
29
日
）

Ｊ
リ
ー
グ
大
林
カ
ッ
プ（
〜
10
日
）

農
村
版
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
冬
季
講
座（
〜
10
日
）

夏
ま
つ
り　

18
時
45
分
〜

小
中
合
同
資
源
回
収

北
信
州
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

米
寿
訪
問　

８
時
30
分
〜

秋
の
交
通
安
全
運
動（
〜
30
日
迄
）

第
３
回
森
の
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

カ
ヤ
の
平
牧
場
閉
牧

春
の
火
災
予
防
運
動（
〜
18
日
迄
）　

防
火
パ
レ
ー
ド

議
会
定
例
会
開
会
・
全
員
協
議
会　

10
時
〜

月（数字）は右上
Ｘ＝32ｍｍ
Ｙ＝13.5ｍｍ
月（小）は左上
Ｘ＝37ｍｍ
Ｙ＝20ｍｍ

小
学
校
３
学
期
終
業
式

新
年
あ
い
さ
つ
会　

11
時
〜

社
会
教
育
施
設
休
館（
〜
１
月
３
日
）

コ
ミ
ュニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル
推
進
委
員
会　

18
時
〜　

み
ん
な
の
村
づ
く
り
集
会　

19
時
〜　

ス
キ
ー
場
感
謝
祭

木
島
平
ジ
ュニ
ア
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会（
〜
16
日
）

小
学
校
公
開
研
究
会

 村県民税申告相談日程

【２月】
 19日　馬曲・栄町
 20日　平沢・稲荷
 21日　部谷沢・小見
 24日　糠千
 25日　山口・柳久保
　　　 スキー場・池の平
 26日　指定日以外
 27日   庚・西小路・上千石
　　　 原大沢・中島・千石
 28日　　　　〃
【３月】
  ３日　大町・中町・西町
  ４日　　　　〃
  ５日　高石・和栗
  ６日　指定日以外
  ７日　中村
 10日　北鴨
 11日　市之割
 12日　南鴨
 13日　内山・営庶業
 14日　指定日以外
 17日　　　　〃
 ＊2月24日の午後・26日、3   
　月6日・14日・17日は指定
　日にできなかっ た人。

議
会
一
般
質
問
１
日
目

第
３
回
木
島
平
ス
キ
ー
選
手
権　
（
〜
16
日
）

木
島
平
ジ
ュニ
ア
大
回
転
ス
キ
ー
大
会

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
防
火
パ
レ
ー
ド　

９
時
45
分
〜

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
Ｌ
Ｃ
Ｄ
校
来
村
（
〜
24
日
迄
）

木
島
平
型
モ
デ
ル
住
宅
竣
工
式
・
内
覧
会　

10
時
〜

堆
肥
セ
ン
タ
ー
査
察
委
員
会　

16
時
〜

東
京
農
業
大
学
学
長
講
演
会　

15
時
30
分
〜

樽
滝
落
水
・
玉
滝
不
動
俳
句
大
会

木
島
平
村
教
職
員
春
季
総
会

早
稲
田
大
学
協
定
調
印
式

村
づ
く
り
集
会（
役
場
2
階
会
議
室
）　

19
時
〜

カ
ヤ
の
平
開
山
祭 

・
牧
場
開
き

エ
コ
パ
ー
ク
寒
川
フ
ェ
ア

村
長
杯
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

人
権
擁
護
委
員
の
日
街
頭
啓
発

小
学
校
運
動
会　
　

ふ
る
さ
と
応
援
団
木
島
平
会
総
会　
　

北
信
州
植
樹
祭

お
田
植
え
ま
つ
り

心
配
ご
と
相
談　

９
時
〜

消
防
団
北
信
大
会
団
結
式（
若
者
セ
ン
タ
ー
）

西
小
路
地
区
づ
く
り
懇
談
会　

19
時
00
分
〜

糠
千
地
区
づ
く
り
懇
談
会　

18
時
00
分
〜

北
信
濃
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
協
議
会
第
43
回
春
季
木
島
平
大
会

心
配
ご
と
相
談　

９
時
〜

木
島
平
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
協
会
会
長
杯
大
会

ラ・フ
ェ
ス
タ
2
0
1
4

樽
滝
落
水
ほ
か
秋
の
イ
ベ
ン
ト

第
67
回
農
林
祭

う
ん
め
ぇ
米
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
新
嘗
祭

農
地
中
間
管
理
事
業
説
明
会　
（
役
場
２
階
）

第
３
回
全
国
村
長
サ
ミ
ッ
ト
i
n
相
良
村　
（
熊
本
県
相
良
村
）

農
地
中
間
管
理
事
業
説
明
会　
（
農
村
交
流
館
）

今月の村税等の口座振替日は 10 月 27 日です
お忘れのないように口座残高の確認をお願いします

お
越
し
く
だ
さ
い

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
祭

ご
相
談
く
だ
さ
い

相
続
・
贈
与
無
料
相
談
会

長
野
県
長
野
技
術
専
門
校

入
校
生
を
募
集
し
て
い
ま
す



16 151718
水

19
木

20
金

21
土

22
日

23
月

248910111213141516
火

25
水

26
木

27
金

28
土日月

311234567
火土日月火水木水木

17
金 金土日月火

11月 10 月

村
税
等
口
座
振
替
日

広
報
配
布
日

土日月

村
長
初
登
庁　

８
時
30
分

教
育
委
員
会
定
例
会　

15
時
〜

民
生
児
童
委
員
協
議
会
定
例
会　

10
時
30
分
〜

調
布
っ
子
わ
ん
ぱ
く
体
験
i
n
木
島
平（
〜
８
月
４
日
）

消
防
団
大
観
閲
式（
野
沢
温
泉
村
）

心
配
ご
と
相
談　

９
時
〜

八
丈
町
小
学
生
雪
山
体
験（
〜
22
日
）

木
島
平
村
教
職
員
秋
季
総
会

29
水

U‐12
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
〜
８
日
）

ふ
う
太
河
童
の
川
普
請　

７
時
30
分
〜

　

14
時
　

15
分
〜

調
布
市
新
任
職
員
研
修（
〜
７
日
）

保
健
衛
生
自
治
連
合
会
定
期
総
会　

19
時
〜

憲
法
記
念
日

議
会
運
営
委
員
会　

14
時
〜

村
議
会
臨
時
会　

15
時
〜

農
業
委
員
会
総
会　

16
時
00
分
〜

消
防
団
出
初
式
・
定
期
表
彰
式　

10
時
〜

村
議
会
議
員
選
挙
投
票
日　

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
チ

消
防
団
合
同
水
防
訓
練　

13
時
30
分
〜

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会　

13
時
30
分
〜

分
館
長
・
体
育
部
長
会　

19
時
30
分
〜

た
め
し
て
実
践
!
健
康
セ
ミ
ナ
ー
開
校
式　

13
時
30
分
〜　

広
報
配
布
日

昭
和
の
日

望
岳
荘
夏
祭
り　

18
時
15
分
〜　

村議会議員選挙期日前投票日程
４月２０日（水）～２３日（土）
午前８時30分～午後８時

部
落
解
放
同
盟
木
島
平
支
部
定
期
大
会　

18
時
〜

金
婚
喜
寿
祝
賀
会　

10
時
〜

豊
作
祈
願
ま
つ
り　

10
時
〜

み
ど
り
の
日

こ
ど
も
の
日

心
配
ご
と
相
談 
９
時
〜

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
チ

春
の
粗
大
ご
み
回
収（
南
部
・
中
部
地
区
の
一
部
）

春
の
粗
大
ご
み
回
収（
北
部
・
中
部
地
区
の
一
部
）

（
〜
16
日・
予
定
）

議
会
定
例
会
開
会　

10
時
〜

村
民
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

高
校
野
球
木
島
平
ト
ー
ナ
メ
ン
ト　
（
〜
6
月
１
日
）

消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
伝
達
講
習
会 

８
時
30
分
〜　

消
防
訓
練 

13
時
30
分
〜

ふ
る
さ
と
応
援
団
木
島
平
会
総
会（
東
京
）

早
稲
田
大
学
報
告
会　

13
時
〜

早
稲
田
大
学
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ズ
ワ
ー
ク
シ
ッ
プ（
〜
11
日
）

議
会
一
般
質
問
２
日
目

カ
ヤ
の
平
開
山
祭 

・
牧
場
開
き

企
業
内
人
権
同
和
教
育
研
修　

16
時
〜

望
岳
荘
敬
老
祝
賀
式　

11
時
〜

ポ
ン
プ
操
法
・ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会　

13
時
30
分
〜

防
犯
協
会
総
会　

18
時
〜

戦
没
者
追
悼
式　

10
時
〜

ス
キ
ー
場
安
全
祈
願
祭　

11
時
〜

議
会
最
終
日　

15
時
〜　

た
め
し
て
実
践
!
健
康
セ
ミ
ナ
ー　

３
月
分
村
税
等
納
期
限

休
日
エ
コ
プ
ラ
ザ　

９
時
〜
12
時

セ
ッ
ト
健
診

大
塚
山
柱
松
子

米
寿
訪
問　

８
時
〜

終
戦
記
念
日

名
水
火
口
そ
ば
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
そ
ば
の
刈
り
取
り
＆
そ
ば
打
ち
体
験
」

広
島
平
和
記
念
日

長
崎
原
爆
の
日

村
ぐ
る
み
総
合
防
災
訓
練

内
山
柱
松
子

成
人
式　

13
時
30
分
〜

セ
ッ
ト
検
診

第
５
回
農
村
学
講
座　
（
〜
８
日
）

小
学
校
運
動
会　

８
時
30
分
〜　

高
社
山
一
周
駅
伝
大
会

村
民
運
動
会

体
育
の
日

敬
老
の
日

秋
分
の
日

保
育
園
運
動
会　

８
時
30
分
〜　

中
学
校
ケ
ヤ
キ
祭（
〜
28
日
）　

消
防
団
入
団
式　

14
時
〜

社
会
福
祉
大
会　

13
時
30
〜

金

文
化
の
日

小
学
校
音
楽
会

村
民
祭　

９
時
〜

農
林
祭

小
・
中
合
同
音
楽
会

勤
労
感
謝
の
日

社
会
人
権
同
和
教
育
研
修
講
座　

19
時
〜

消
防
団
最
終
部
長
会　

13
時
30
分
〜

差
別
を
な
く
す
村
民
大
会　

13
時
30
分
〜

保
育
園
卒
園
式　

10
時
〜

農
業
委
員
会
総
会　

16
時
〜

2014年 １

天
皇
誕
生
日

成
人
の
日

区
長
会　

15
時
〜

役
場
閉
庁（
〜
１
月
５
日
）

中
学
校
３
学
期
終
業
式

消
防
団
歳
末
夜
警（
〜
30
日
）

小
中
学
校
２
学
期
始
業
式

元
日

木
島
平
ジ
ュニ
ア
大
回
転
ス
キ
ー
大
会

介
護
相
談　

13
時
30
分
〜

せ
っ
こ
塾　

14
時
〜

建
国
記
念
の
日

分
館
長
・
分
館
主
事
会
議　

15
時
30
分
〜

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
チ

村
校
長
会　

８
時
45
分
〜

介
護
相
談　

13
時
30
分
〜
16
時　

小
学
校
入
学
式　

９
時
50
分
〜　

中
学
校
入
学
式　

13
時
30
分
〜　

小
学
校
卒
業
式　

９
時
10
分
〜

中
学
校
卒
業
式　

８
時
50
分
〜

春
分
の
日

保
育
園
入
園
式　

10
時
〜

交
通
安
全
協
会
木
島
平
支
部
総
会　

16
時
〜

木

30

昭
和
の
日

振
替
休
日

消
防
団
観
閲
式

北
信
州
交
流
倶
楽
部
春
の
体
験
ツ
ア
ー（
〜
27
日
迄
）

う
ん
め
ぇ
米
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

議
会
定
例
会
開
会　

10
時
〜
（
〜
14
日
予
定
）

全
日
本
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
選
手
権
大
会　
（
〜
10
日
）

内
山
地
区
づ
く
り
懇
談
会　

17
時
30
分
〜

糠
千
地
区
づ
く
り
懇
談
会　

18
時
〜

稲
荷
地
区
づ
く
り
懇
談
会　

19
時
〜

海
の
日

観
光
協
会
総
会　

15
時
〜

村
議
会
全
員
協
議
会
・
臨
時
会　

９
時
〜

工
学
院
大
学
イ
ン
タ
ー
シ
ッ
プ（
〜
10
日
）

終
戦
の
日

敬
老
の
日

金
婚
祝
賀
会　

10
時
〜

喜
寿
祝
賀
会　

13
時
30
分
〜　

早
稲
田
大
学
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ（
〜
22
日
）

北
信
州
交
流
倶
楽
部
稲
刈
ツ
ア
ー　
（
〜
23
日
）

名
水
火
口
そ
ば
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
そ
ば
花
ま
つ
り
」

村
内
６
団
体
親
善
球
技
大
会　

13
時
〜

い
〜
な
か
交
流
フ
ェ
ス
タ
i
ｎ
調
布

た
め
し
て
実
践
!
健
康
セ
ミ
ナ
ー「
講
演
会
」　

13
時
30
分
〜　

調
布
市
花
火
大
会（
〜
21
日
）

小
学
校
音
楽
会

第
５
回
農
村
学
講
座　
（
〜
９
日
）

農
業
委
員
会
建
議　

16
時
〜

小
学
校
１
学
期
終
業
式

大
晦
日

木
島
平
ジ
ュニ
ア
ジ
ャ
ン
プ
大
会（
〜
13
日
）

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
定
期
総
会　

14
時
〜

農
業
振
興
公
社
理
事
会　

９
時
30
分
〜

下
高
井
農
林
高
校
入
学
式　

振
替
休
日

北
信
州
森
林
組
合
総
代
会　

13
時
30
分
〜　

緑
化
苗
木
頒
布
会　

10
時
〜

人
権
週
間
街
頭
啓
発　

７
時
50
分
〜

小
学
校
運
動
会　

８
時
30
分
〜　

ポ
ン
プ
操
法
・ラ
ッ
パ
吹
奏
北
信
大
会

北
鴨
地
区
づ
く
り
懇
談
会　

19
時
30
分
〜

表示
※ウインドウ規定に変更
上段：Y＝46㎜（右上）
下段：Y＝127㎜（中下）

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
投
開
票
日　

人
権
リ
ー
ダ
ー
研
修
会　

決
算
審
査（
〜
８
月
２
日
迄
）

区
長
会
研
修
視
察（
〜
29
日
）

Ｊ
リ
ー
グ
大
林
カ
ッ
プ（
〜
10
日
）

農
村
版
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
冬
季
講
座（
〜
10
日
）

夏
ま
つ
り　

18
時
45
分
〜

小
中
合
同
資
源
回
収

北
信
州
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

米
寿
訪
問　

８
時
30
分
〜

秋
の
交
通
安
全
運
動（
〜
30
日
迄
）

第
３
回
森
の
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

カ
ヤ
の
平
牧
場
閉
牧

春
の
火
災
予
防
運
動（
〜
18
日
迄
）　

防
火
パ
レ
ー
ド

議
会
定
例
会
開
会
・
全
員
協
議
会　

10
時
〜

月（数字）は右上
Ｘ＝32ｍｍ
Ｙ＝13.5ｍｍ
月（小）は左上
Ｘ＝37ｍｍ
Ｙ＝20ｍｍ

小
学
校
３
学
期
終
業
式

新
年
あ
い
さ
つ
会　

11
時
〜

社
会
教
育
施
設
休
館（
〜
１
月
３
日
）

コ
ミ
ュニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル
推
進
委
員
会　

18
時
〜　

み
ん
な
の
村
づ
く
り
集
会　

19
時
〜　

ス
キ
ー
場
感
謝
祭

木
島
平
ジ
ュニ
ア
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会（
〜
16
日
）

小
学
校
公
開
研
究
会

 村県民税申告相談日程

【２月】
 19日　馬曲・栄町
 20日　平沢・稲荷
 21日　部谷沢・小見
 24日　糠千
 25日　山口・柳久保
　　　 スキー場・池の平
 26日　指定日以外
 27日   庚・西小路・上千石
　　　 原大沢・中島・千石
 28日　　　　〃
【３月】
  ３日　大町・中町・西町
  ４日　　　　〃
  ５日　高石・和栗
  ６日　指定日以外
  ７日　中村
 10日　北鴨
 11日　市之割
 12日　南鴨
 13日　内山・営庶業
 14日　指定日以外
 17日　　　　〃
 ＊2月24日の午後・26日、3   
　月6日・14日・17日は指定
　日にできなかっ た人。

議
会
一
般
質
問
１
日
目

第
３
回
木
島
平
ス
キ
ー
選
手
権　
（
〜
16
日
）

木
島
平
ジ
ュニ
ア
大
回
転
ス
キ
ー
大
会

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
防
火
パ
レ
ー
ド　

９
時
45
分
〜

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
Ｌ
Ｃ
Ｄ
校
来
村
（
〜
24
日
迄
）

木
島
平
型
モ
デ
ル
住
宅
竣
工
式
・
内
覧
会　

10
時
〜

堆
肥
セ
ン
タ
ー
査
察
委
員
会　

16
時
〜

東
京
農
業
大
学
学
長
講
演
会　

15
時
30
分
〜

樽
滝
落
水
・
玉
滝
不
動
俳
句
大
会

木
島
平
村
教
職
員
春
季
総
会

早
稲
田
大
学
協
定
調
印
式

村
づ
く
り
集
会（
役
場
2
階
会
議
室
）　

19
時
〜

カ
ヤ
の
平
開
山
祭 

・
牧
場
開
き

エ
コ
パ
ー
ク
寒
川
フ
ェ
ア

村
長
杯
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

人
権
擁
護
委
員
の
日
街
頭
啓
発

小
学
校
運
動
会　
　

ふ
る
さ
と
応
援
団
木
島
平
会
総
会　
　

北
信
州
植
樹
祭

お
田
植
え
ま
つ
り

心
配
ご
と
相
談　

９
時
〜

消
防
団
北
信
大
会
団
結
式（
若
者
セ
ン
タ
ー
）

西
小
路
地
区
づ
く
り
懇
談
会　

19
時
00
分
〜

糠
千
地
区
づ
く
り
懇
談
会　

18
時
00
分
〜

北
信
濃
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
協
議
会
第
43
回
春
季
木
島
平
大
会

心
配
ご
と
相
談　

９
時
〜

木
島
平
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
協
会
会
長
杯
大
会

ラ・フ
ェ
ス
タ
2
0
1
4

樽
滝
落
水
ほ
か
秋
の
イ
ベ
ン
ト

第
67
回
農
林
祭

う
ん
め
ぇ
米
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
新
嘗
祭

農
地
中
間
管
理
事
業
説
明
会　
（
役
場
２
階
）

第
３
回
全
国
村
長
サ
ミ
ッ
ト
i
n
相
良
村　
（
熊
本
県
相
良
村
）

農
地
中
間
管
理
事
業
説
明
会　
（
農
村
交
流
館
）

25

9月の出動件数（岳北消防本部） 木島平村
飯 山 市

野沢温泉村
栄　　村
《合  計》

火災 救急
件 件

件 件

気のゆるみ　防火は　消すより心掛け
0
0

0
2
2

20
81

5
   126

件

件

0
1

0
0
1

救助  20

予 防 接 種

☆乳幼児健診：７月27日（水）
・ 乳　児
［対象］平成22年７月・12月
　         平成23年３月生まれ
・ １歳６か月児
［対象］平成21年12月生まれ
・ ２歳児
［対象］平成21年６月生まれ
・ ３歳児
［対象］平成20年６月生まれ
受付／１３：００～１３：３０　会場／保健センター

お ひ さ ま 広 場
　子育て中の保護者同士の交流・ふれ
あい場として、地域の子育て家庭に  
おひさま保育園のプレールームを開放
します。子育ての不安や悩みのある人
は、子育て支援コーディネーターが相
談に応じますので、お気軽にご相談く
ださい。
と　き　保育園の開所している月曜日
　　　　～金曜日　９：30～11：00
場　所　おひさま保育園（プレールーム）　　　　
持ち物　タオル、着替え、水筒など

　　　　
              【子育て支援室　内線２０３】

子 育 て 学 級
☆とき：３月７日（水）
〔対象〕生後５か月児～入園前の
　　　　　お子さんとその保護者

時間／９：３０～１１：３０　 会場／保健センター

☆麻しん風しん混合：９月４日（木）
〔対象〕
平成25年３月生まれ
平成20年９月～21年３月生まれ
受付／１3：００～１3：3０　会場／保健センター

☆四種混合１期追加：３月24日（月）
〔対象〕
平成24年１月１日～８月31日生まれ

受付／１3：００～１3：3０　会場／保健センター

受付／１1：45～12：00　会場／木島平クリニック

☆ＢＣＧ：10月27日（月）
〔対象〕平成26年４月生まれ

☆乳児整形検診：11月12日（水）
［対象］平成26年７月・８月・９月生まれ

受付／１３：１５～１３：４５　会場／保健センター

な か よ し 広 場 （ 園 庭 開 放 ）
　保育園の園庭を入園前のお子さんと
その保護者に開放します。ぜひ遊びに
来てください。
開放時間　９：00～11：00
ひまわり保育園（82－3645）
　10月４日（火）・18日（火）
やまぶき保育園（82－2085）
　10月11日（火）・25日（火）　
　　　【子育て支援係　内線２０３】

受付／１1：45～１２：00　会場／木島平クリニック

☆ＢＣＧ：４月23日（月）
〔対象〕平成23年12月15日～
　　　　　平成24年１月22日生まれ

☆ポリオ１期初回追加：12月19日（木）
〔対象〕平成23年９月～12月生まれ

受付／１3：００～１3：3０　会場／保健センター

☆ポリオ：10月４日（木）
〔対象〕平成23年４月～９月生まれ
　ポリオ：10月15日（月）
〔対象〕平成23年10月～24年３月生まれ

受付／１3：００～１3：3０　会場／保健センター

受付／１1：30～１1：45　会場／木島平村診療所

☆ＢＣＧ：３月21日（木）
〔対象〕
平成24年11月18日～12月20日生まれ

す く す く 広 場
と　き　７月22日（金）９：30～11：30
場　所　ケヤキの森公園
　　　　（雨天の場合は保健センター）
持ち物　飲み物、タオル、着替え、敷物など

　　　【子育て支援係　内線２０３】

健 康 診 査

　保育園入園前のお子さんとその保護者
に遊び場を開放します。
開放時間　９：30～11：30
開放場所　村民会館第３・４会議室
開放日 　  ３月６・13・27日
　　　　　（毎週火曜日）
おもちゃが必要な場合はご持参ください。
　　　　　 【子育て支援係　内線２０３】

遊び場開放

受付／13：00～１3：3０　会場／木島平クリニック

受付／１３：００～１３：３０　会場／保健センター

☆日本脳炎：10月22日（月）
〔対象〕
１期初回２回目：平成21年４月～
　　　　　　　　　　　８月生まれ
１期追加：平成20年６月～８月生まれ

☆四種混合１期初回３回目：９月８日（月）
〔対象〕平成25年９月～26年３月生まれ

受付／１3：００～１3：3０　会場／保健センター

☆乳幼児健診：10月29日（水）
［対象］
乳　児：平成25年10月
　　　：平成26年３月・６月生まれ
１歳６か月児：平成25年３月生まれ
２歳児：平成24年９月生まれ
３歳児：平成23年９月生まれ

受付／１3：００～１3：3０　会場／保健センター

受付／１1：30～１1：45　会場／木島平村診療所

☆ＢＣＧ：３月27日（木）
〔対象〕平成25年９月生まれ

※15日は食育指導士による食に関する
　お話があります。

☆乳幼児健診：12月21日（水）
［対象］
乳　児：平成22年12月
　         平成23年５月・８月生まれ
１歳６か月児：平成22年５月生まれ
２歳児：平成21年11月生まれ
３歳児：平成20年11月生まれ
受付／１3：００～１3：3０　会場／保健センター

受付／13：００～13：30　 会場／保健センター

☆小児用肺炎球菌・ヒブ：10月20日（月）
☆小児用肺炎球菌・ヒブ：11月17日（月）
〔対象〕対象者には個別にお知らせ
            します。

☆乳幼児健診：12月25日（水）
［対象］
乳　児：平成24年12月生まれ
　         平成25年５月・８月生まれ
１歳６か月児：平成24年５月生まれ
２歳児：平成23年11月生まれ
３歳児：平成22年11月生まれ
受付／１3：００～１3：3０　会場／保健センター

お ひ さ ま 教 室
　おひさま教室は、おひさま広場の時
間中、あそびに関する指導・助言や情
報の提供などを行います。
と　き　10：00～
場　所　おひさま保育園（プレイルーム）　　　　
10・11月の予定　
 10月21日　三世代交通安全教室
 10月29日　保育園見学と園長先生のお話 
 11月４日　ベビーダンスに挑戦しよう！
 11月11日　園庭開放
 11月18日　たかし先生の献立紹介（参加費：100円）
　　　　  
              【子育て支援室　内線２０３】

受付／１3：００～１3：3０　会場／保健センター

☆日本脳炎1期初回1回目：８月28日（木）
☆日本脳炎1期初回2回目：９月11日（木）
〔対象〕平成23年３月～23年８月生まれ

お ひ さ ま 広 場
　子育て中の保護者同士の交流・ふれ
あい場として、地域の子育て家庭に  
おひさま保育園のプレイルームを開放
します。
と　き　保育園の開所している月曜日
　　　　～金曜日　９：30～11：00
場　所　おひさま保育園（プレイルーム）　　　　
持ち物　タオル、着替え、水筒など
※８月13日（水）～８月17日（日）まで、おひさま
　広場は休みになります。
　　　　【子育て支援室　内線２０３】

大見出し左上
左＝X：41㎜
右＝X：99㎜

各健診等左上
左＝X：41.5㎜

☆三種混合１期初回追加：９月２日（月）
〔対象〕
平成23年９月～平成23年12月生まれ

受付／１3：００～１3：3０　会場／保健センター

☆日本脳炎1期初回1回目追加：９月30日（月）
〔対象〕平成22年４月～22年８月生まれ
　　　　 平成21年４月～21年６月生まれ
受付／１3：００～１3：3０　会場／保健センター

☆日本脳炎1期初回追加：７月８日（月）
〔対象〕平成20年９月～21年３月生まれ
受付／１3：００～１3：3０　会場／保健センター

☆ポリオ１期初回追加：11月18日（月）
〔対象〕平成23年４月～８月生まれ

受付／１3：００～１3：3０　会場／保健センター

受付／１３：００～１３：３０　会場／保健センター

☆麻しん風しん混合：２月14日（金）
〔対象〕平成24年８月～25年１月生まれ

受付／１３：００～１３：３０　会場／保健センター

☆肺炎球菌・ヒブ：３月17日（月）
〔対象〕個別にお知らせします

受付／１３：００～１３：３０　会場／保健センター

☆水痘（水ぼうそう）：10月22日（水）
〔対象〕対象者には個別にお知らせします エコパーク寒川

燃やせる
ごみ処理量

平成25年9月

 73,030kg 

平成26年9月 前年同月比

108.6％

燃やせるごみ処理量を減らしましょう。
分別収集とリサイクルにご協力ください。

燃えない
ごみ処理量   4,110kg 

平成26年9月平成25年9月

105.9％

 67,220kg 

  3,880kg 

前年同月比

９月の村内空間放射線量測定値を
公表します。
◇測定日　９月 29 日（月）
　午後１：15 ～２：10

村内の空間放射線量測定値

【管財室　内線１０６】

測定箇所 測定結果
　役場 ０．０７
　中学校 ０．０６
　小学校 ０．０６
　保育園 ０．０７
　里山の家 ０．０６
　農村交流館 ０．０６

【単位：μ Sv/h（ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ）】

＊基準値は、0.19 μ Sv/h 以下です。
＊地上10㎝の高さで測定しています。



人人人の動き ９月届け出分人

ごめいふくをお祈りします
（亡くなられた日）　  （集落）　　 　    （氏　名）　      　    （年齢）

　９ . １      　  糠 　千　    外山　作治　さん （67）
　９ . ４      　  小　見　　   山崎　次郎　さん （84）
　９ . ４      　 中   島 　　  山口　君子　さん （82）
　９ . ６      　 南　鴨　　  小林　典子　さん （85）
　９ . ７      　 高　石　　  竹内　義昌　さん （73）
　９ . 12      　 糠　千　　  勝山　原雄　さん （85）
　９ . 14      　 柳久保　　  小林はなの　さん （78）
　９ . 17      　 市之割　　  市之宮今朝良さん （87）
　９ . 19      　 山　口　 　  高木　ツル　さん （97）
　９ . 21      　 中　村　　  中島　一雄　さん （90）
　９ . 24      　 中　島　　  山本ふじ子　さん （83）
　９ . 25      　 中　村　　  本山　志げ　さん （88）
　９ . 30      　    庚　　     宮﨑   光美　さん （74）

『
全
国
村
長
サ
ミ
ッ
ト
』
を
２
回
村
で
開
催
し
た
。
趣

旨
は
、
平
成
の
大
合
併
に
よ
っ
て
、
５
６
８
あ
っ
た
村
が
、

約
３
分
の
１
の
１
８
３
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
も
う

合
併
推
進
は
、
終
わ
り
か
。
残
念
な
が
ら
道
州
制
推
進
の

強
い
流
れ
が
あ
り
、
進
む
こ
と
で
自
治
の
受
け
皿
の
規
模

が
問
わ
れ
、
再
度
、
合
併
推
進
へ
と
動
く
こ
と
が
危
惧
さ

れ
る
。

経
済
的
な
重
圧
が
強
い
現
代
社
会
に
あ
っ
て
、
放
っ
て

お
い
た
ら
都
市
一
極
集
中
に
な
る
の
は
当
た
り
前
。
半
面
、

地
方
や
農
山
漁
村
は
疲
弊
の
一
途
を
た
ど
る
。
そ
れ
を
全

国
民
が
望
む
か
と
言
え
ば
そ
う
で
は
な
い
は
ず
。
と
こ
ろ

が
多
数
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る
社
会
の
大
き
な
流
れ
に

あ
っ
て
、
村
と
い
う
小
さ
な
自
治
の
存
続
を
流
れ
に
乗
せ

る
こ
と
は
至
難
の
業
と
な
る
。

ど
う
し
た
ら
村
が
存
続
で
き
る
の
か
。
そ
れ
に
は
、
農

山
魚
村
の
存
在
意
義
を
多
数
を
占
め
る
都
市
住
民
に
理
解

い
た
だ
く
以
外
な
い
。
そ
の
存
在
意
義
が
「
農
村
文
明
の

創
生
」
と
い
う
言
葉
に
集
約
さ
れ
る
。
わ
ず
か
と
な
っ
た

村
人
が
全
国
に
散
ら
ば
っ
て
い
て
は
、
そ
の
声
は
ど
こ
か

に
埋
も
れ
て
し
ま
う
。
小
さ
な
自
治
と
農
山
漁
村
の
存
在

意
義
を
確
認
し
あ
い
連
携
を
強
め
発
信
す
る
場
が
「
全
国

村
長
サ
ミ
ッ
ト
」
で
あ
る
。

第
３
回
と
な
る
今
年
は
、
九
州
・
熊
本
の
相
良
村
で
今

月
開
催
さ
れ
、
68
の
村
が
呼
び
か
け
に
名
を
連
ね
た
。
木

島
平
で
の
開
催
、
第
１
回
が
40
、
第
２
回
が
53
。
九
州
で

の
開
催
に
よ
っ
て
さ
ら
に
増
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
来
年

は
東
北
・
福
島
で
の
開
催
が
決
ま
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
数

が
増
え
、
全
国
の
村
々
が
全
て
名
を
連
ね
る
日
も
そ
う
遠

く
な
い
こ
と
に
。

こ
の
サ
ミ
ッ
ト
に
合
わ
せ
、『
農
村
文
明
創
生
首
長
連
盟
』

を
立
ち
上
げ
る
段
取
り
が
進
ん
で
い
る
。
こ
ち
ら
の
発
起

人
に
加
わ
る
村
長
は
、
先
日
ま
で
で
31
人
が
名
乗
り
を
上

げ
た
。
木
島
平
発
の
『
全
国
村
長
サ
ミ
ッ
ト
』
と
『
農
村

文
明
』
が
全
国
的
な
動
き
へ
と
力
強
く
羽
ば
た
き
を
始
め

た
。
村
が
村
で
あ
り
続
け
ら
れ
る
た
め
に
。 

木
島
平
村
長　

芳
川
修
二

　９. 30　　　   飯島　弘成　さん　　（中　島）
 　　　　　　     澤田　香澄　さん　　（飯山市）  

 （届出月日）　　 　　 （氏　名）　　　　        （出身地区等）　　 
おしあわせに
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大
好
き
な
弟
の
優ゆ

う
き輝

く
ん
と
一
緒
に

写
真
を
パ
シ
ャ
リ
。
得
意
な
遊
び
は
、

お
絵
描
き
や
ぬ
り
絵
で
す
。
こ
の
頃
は
、

ア
ン
パ
ン
マ
ン
や
プ
リ
キ
ュ
ア
に
興
味

が
出
て
き
ま
し
た
。

弟
が
大
好
き
な
優
芽
ち
ゃ
ん
で
し
た
。

薮
や ぶ は ら

原　優
ゆ め

芽 ちゃん

平成 23 年 12 月 27 日生まれ
 （南鴨／翔さん、沙織さん）

世帯と人口

1,575（－2） 2,235（－2） 2,421（－6）  4,656（－8）

10 月１日現在（国勢調査に基づく推計値）

村では「農村文明」
の創生に向けた取り
組みを進めていま
す。

我が家のアイドル募集中！（２歳ぐらいのお子さんを募集します）
役場政策情報室まで

  ８ .19    北　鴨　穐沢　遼
りょう

ちゃん ( 大輔さん・琴美さん）
  ９ . ４   内　山　竹内　満

みつる

ちゃん ( 芳次郎さん・初恵さん）

（誕生日）   （集落）     　（氏　名）　　　　　          （父・母）
こんにちは赤ちゃん

木
島
平
村
で
あ
り
続
け
る
た
め
に

村
長
ひ
と
こ
と
（
83
）

242


